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■
五
〇
年
代
詩
人
に
つ
い
て

【
資
料
１
】
大
岡
信
「
戦
後
詩
概
観
」
第
四
章
「
感
受
性
の
祝
祭

の
時
代
」（『
蕩
児
の
家
系
―
―
日
本
現
代
詩
の
歩
み
』
思
潮
社
、

二
〇
〇
四
年
七
月
復
刻
新
版
。
初
版
一
九
六
九
年
四
月
）

　

詩
と
い
う
も
の
を
、
感
受
性
自
体
の
最
も
厳
密
な
自
己
表
現
と

し
て
、
つ
ま
り
感
受
性
そ
の
も
の
の
て
に
を
は

0

0

0

0

の
ご
と
き
も
の
と

し
て
自
立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
一
九
五
〇
年

代
の
詩
人
た
ち
の
担
っ
た
ひ
と
つ
の
歴
史
的
役
割
だ
っ
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
あ
る
主
題
を
表
現
す
る
た
め
に
書
か
れ
る

詩
、
と
い
う
文
学
的
功
利
説
を
拒
み
、
詩
そ
の
も
の
が
主
題
で
あ

り
か
つ
そ
の
全
的
表
現
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
感
受
性
の
王
国
と
し

て
の
詩
と
い
う
概
念
を
、
作
品
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
新
た
に
提
出

し
た
。
そ
の
意
味
で
、
一
九
五
〇
年
代
の
詩
は
、
何
よ
り
も
ま
ず

主
題
の
時
代
で
あ
っ
た
「
荒
地
」
派
や
「
列
島
」
派
に
対
す
る
ア

ン
チ
・
テ
ー
ゼ
と
し
て
出
現
し
た
。
僕
は
か
つ
て
〈
肉
声
〉
で
う

た
う
こ
と
の
必
要
に
つ
い
て
書
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
用

い
た
〈
肉
声
〉
と
い
う
直
観
的
な
概
念
の
内
容
を
、
も
っ
と
分
析

的
に
説
明
す
れ
ば
、
右
に
の
べ
た
よ
う
な
性
質
の
も
の
だ
っ
た
の

だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
き
に
あ
げ
た
「
櫂
」「
氾
」「
今
日
」

そ
の
他
の
詩
人
た
ち
か
ら
、一
九
五
〇
年
代
末
期
の「
鰐
」に
至
る
、

こ
の
時
代
の
一
群
の
詩
人
た
ち
は
、
感
受
性
そ
の
も
の
を
、
手
段

で
あ
る
と
同
時
に
目
的
と
す
る
詩
、
言
い
か
え
る
と
、
言
葉
の
世

界
へ
の
一
層
深
い
潜
入
と
い
う
こ
と
が
詩
の
目
的
そ
の
も
の
で
あ

り
う
る
こ
と
を
、
彼
ら
の
詩
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
語
っ
て
い
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
詩
を
書
き
つ
づ
け
て
き
た
。

【
資
料
２
】
同
右

彼
ら
に
と
っ
て
、
信
じ
る
に
値
す
る
も
の
は
、
何
が
あ
っ
た
か
。

感
受
性
―
―
こ
の
お
よ
そ
頼
り
な
げ
な
一
語
に
よ
っ
て
表
象
さ
れ

る
人
間
の
ナ
イ
ー
ヴ
な
能
力
が
、
と
も
か
く
も
ま
ず
拠
る
べ
き
も

の
と
し
て
、
彼
ら
の
内
部
に
育
て
ら
れ
は
じ
め
る
。「
あ
の
空
や
、

土
や
、
真
夏
の
太
陽
」
が
、
彼
ら
の
内
部
に
、
歴
史
を
超
え
、
政

治
を
超
え
る
も
の
の
ご
と
く
ひ
ろ
が
り
は
じ
め
る
の
だ
。そ
れ
は
、

彼
ら
が
現
実
の
空
や
土
や
太
陽
に
思
い
を
寄
せ
、
季
節
と
自
然
に

従
順
に
、抒
情
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

逆
に
、
あ
の
空
も
、
土
も
、
真
夏
の
太
陽
も
、
す
で
に
ど
こ
に
も

な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
は
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
彼
ら
の

中
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
言
い
か
え
れ
ば
、《
言
葉
》
と

し
て
生
き
て
い
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。（
中
略
）

　

こ
の
こ
と
を
僕
は
、
正
確
に
僕
自
身
の
経
験
と
し
て
語
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
書
き
な
が
ら
、
そ
の
当
時
（
す
な
わ
ち

一
九
五
〇
年
こ
ろ
に
は
じ
ま
る
数
年
間
）
に
、
僕
自
身
も
同
人
の

一
人
に
加
わ
っ
て
い
た
川
崎
洋
、
茨
木
の
り
子
、
谷
川
俊
太
郎
、

友
竹
辰
、
水
尾
比
呂
志
、
中
江
俊
夫
、
岸
田
衿
子
、
吉
野
弘
ら
の

「
櫂
」
や
、
堀
川
正
美
、
山
口
洋
子
、
山
田
正
弘
、
江
森
国
友
ら

の
拠
っ
て
い
た
「
氾
」、
ま
た
飯
島
耕
一
、
岩
田
宏
ら
を
含
む
「
今

日
」
さ
ら
に
は
安
水
稔
和
、
嶋
岡
晨
、
入
沢
康
夫
と
い
っ
た
同
世

代
の
詩
人
た
ち
の
作
品
を
読
み
な
が
ら
感
じ
て
い
た
、
あ
る
種
の

共
生
感
、
直
観
的
な
了
解
の
感
じ
を
、
再
び
ま
ざ
ま
ざ
と
僕
自
身

の
う
ち
に
甦
え
ら
せ
て
い
る
。

＊
今
回
取
り
扱
う
の
は
、
右
の
う
ち
、
谷
川
俊
太
郎
。「
櫂
」
の

詩
人
の
ひ
と
り
だ
が
、
今
回
は
同
人
加
入
以
前
の
出
発
期
を
問

題
に
し
た
い
。
個
人
的
な
関
心
と
し
て
は
、
谷
川
俊
太
郎
の
つ

く
ら
れ
方
、
に
興
味
が
あ
る
。

■
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
出
版
ま
で
（
年
譜
・
伝
記
的
事
項
の

確
認
）

三
一
年　

父
徹
三
、
母
多
喜
子
の
長
男
と
し
て
誕
生
。

四
五
年　

七
月
、
京
都
府
久
世
郡
淀
町
に
疎
開
。
京
都
府
立
桃
山

中
学
校
に
転
校
。

四
六
年　

三
月
、
都
立
豊
多
摩
中
学
校
に
復
学
。

四
八
年　

北
川
幸
比
古
の
す
す
め
で
詩
を
書
き
始
め
る
。
校
友
会

誌
「
豊
多
摩
」、
ガ
リ
版
刷
の
詩
誌
「
金
平
糖
」
に
詩
を
発
表
。

商
品
目
当
て
で
受
験
雑
誌「
螢
雪
時
代
」「
学
苑
」に
詩
を
投
稿
。

ノ
ー
ト
に
詩
を
清
書
開
始
。

四
九
年　

定
時
制
に
転
学
。

五
〇
年　
「
螢
雪
時
代
」
一
月
号
の
神
保
光
太
郎
選
「
読
者
文
芸

（
詩
）」
の
二
席
と
し
て
「
雲
に
寄
せ
て
」
が
掲
載
。
高
校
名
「
都

立
十
三
高
夜
間
部
」、
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
棚
川
新
太
郎
」。
定
時
制

を
卒
業
。
大
学
進
学
の
意
思
が
な
く
な
る
。「
学
苑
」
八
月
号

の
大
木
惇
夫
選
「
懸
賞
文
壇
入
選
発
表
（
詩
）」
の
二
席
（
賞

金
五
〇
〇
〇
円
）
と
し
て
「
祈
り
」
が
掲
載
。「
詩
学
」
九
月

号
の
「
詩
学
研
究
作
品
」
欄
に
「
秘
密
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
」「
五

月
の
無
智
な
街
で
」が
掲
載
。「
文
学
界
」一
二
月
号
に「
ネ
ロ
」

の
総
題
で
「
ネ
ロ
」「
地
球
が
あ
ん
ま
り
荒
れ
る
日
に
は
」「
演

奏
」「
病
院
」「
博
物
館
」「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
が
掲
載
。

五
一
年　
「
詩
学
」
二
月
号
の
「
詩
学
審
査
委
員
会
推
薦
作
品
（
第

一
部
）」欄
に「
山
荘
だ
よ
り
」（
１
・
２
・
３
）が
掲
載
。
こ
の
年
、

歴
程
同
人
と
な
り
、
三
月
、「
歴
程
」
第
一
〇
号
に
「
お
伽
話
」

（
ノ
ー
ト
「
無
題
」
の
「
譚
〈
お
伽
話
１
〉」）、第
一
一
号
に
「
埴

輪
」、
第
一
二
号
に
「
暗
い
翼
」
が
掲
載
。「
婦
人
画
報
」
七
月

号
に
散
文
「
訪
問
」
が
掲
載
。
九
月
、北
川
幸
比
古
の
詩
集
『
草

色
の
歌
』
に
「
跋
」
が
収
録
。
一
〇
月
、
銀
座
さ
え
ぐ
さ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
「
歴
程
」
展
に
詩
を
出
品
。

五
二
年　
「
歴
程
」
第
一
三
号
に
「
町
」
が
掲
載
。「
詩
学
」
二
月

号
に
「
お
伽
話
」
と
し
て
「
お
伽
話
２
〈
昔
と
今
と
〉」「
お
伽

話
３
〈
日
日
〉」「
お
伽
話
５
〈
追
憶
〉」
が
掲
載
。「
新
潮
」
三

月
号
に
「
現
代
詩
人
詩
抄
」
の
ひ
と
り
と
し
て
「
今
日
」「
挽
歌
」

が
掲
載
。「
歴
程
」
第
一
四
号
に
「
都
市
」
が
掲
載
。
五
月
、『
現

代
詩
集　

歴
程
篇
』
に
「
そ
れ
ら
が
す
べ
て
僕
の
病
気
か
も
し

れ
な
い
」「
静
か
な
雨
の
夜
に
」「
小
さ
な
花
火
」「
メ
ス
」「
暗

い
翼
」「
お
伽
話
」
が
収
録
。
六
月
、『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』

を
創
元
社
よ
り
刊
行
。
最
初
は
雲
井
書
店
よ
り
刊
行
予
定
だ
っ

た
。「
詩
世
紀
」
七
月
号
に
「
朝
」「
留
守
」
が
掲
載
。「
詩
学
」

「
現
代
詩
／
詩
論
研
究
会
」
第
一
三
回

【
夏
の
大
合
宿
２
０
１
５
】
谷
川
俊
太
郎
を
め
ぐ
っ
て

出
発
期
の
谷
川
俊
太
郎

―
―
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
を
中
心
に
―
―

二
〇
一
五
年
九
月
六
日
（
日
）　

加
藤
邦
彦

於
・
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
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一
二
月
号
に「
ネ
ロ
」が
掲
載
。「
婦
人
公
論
」一
二
月
号
に「
皇

太
子
殿
下
へ
の
手
紙
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
散
文
「
ま
ず
人
間
と

し
て
生
き
て
下
さ
い
」
が
掲
載
。

＊
参
照
／
「
谷
川
俊
太
郎
自
筆
年
譜
＋
資
料
（
エ
ッ
セ
イ
）　

一
九
三
一
年
―
一
九
八
八
年
」（『
現
代
詩
読
本
特
装
版　

谷
川

俊
太
郎
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
思
潮
社
、
一
九
八
八
年
七
月
）、

田
原
編
「
谷
川
俊
太
郎　

年
譜
」（『
谷
川
俊
太
郎
詩
選
集
』
３
、

集
英
社
、
二
〇
〇
五
年
八
月
）、
山
田
馨
作
成
「
谷
川
俊
太
郎

年
譜1931-2012

」（『
自
選　

谷
川
俊
太
郎
詩
集
』
岩
波
書
店
、

二
〇
一
三
年
一
月
）、
三
浦
仁
編
『
日
本
近
代
詩
作
品
年
表
』

昭
和
篇
（
秋
山
書
店
、
一
九
八
六
年
二
月
）、『
歴
程
大
冊
』（
思

潮
社
、
一
九
七
三
年
六
月
）
な
ど
。

＊
「
豊
多
摩
」
に
発
表
さ
れ
た
の
は
「
青
蛙
」「
つ
ば
め
」「
教
室

に
て
」「
あ
る
も
の
」
の
四
篇
。「
金
平
糖
」
に
発
表
さ
れ
た
の

は「
か
ぎ
」「
白
か
ら
黒
へ
」。
い
ず
れ
も
実
物
未
見
。
雑
誌「
金

平
糖
」
は
北
川
幸
比
古
「『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
の
頃
」（『
現

代
詩
読
本
特
装
版　

谷
川
俊
太
郎
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
所
収
、

初
出
「
日
本
児
童
文
学
」
一
九
八
八
年
四
月
号
）
に
言
及
が
あ

り
、「
か
ぎ
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
谷
川
俊
太
郎
詩

集
』（
角
川
春
樹
事
務
所
・
ハ
ル
キ
文
庫
、
一
九
九
八
年
六
月
）

に
「
白
か
ら
黒
へ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

＊
出
発
期
に
影
響
を
受
け
た
の
は
、
岩
佐
東
一
郎
。
ほ
か
に
は
、

近
藤
東
や
城
左
門
（
大
岡
信
・
谷
川
俊
太
郎
・
井
上
ひ
さ
し
・

小
森
陽
一
「
昭
和
の
詩
―
―
日
本
語
の
リ
ズ
ム
―
―
」、『
座
談

会
昭
和
文
学
史
』
第
六
巻
、
集
英
社
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）。

＊
「
螢
雪
時
代
」「
学
苑
」
以
外
に
「
学
窓
」
に
も
投
稿
し
て
い

た
と
の
こ
と
だ
が
（「
詩
を
書
き
始
め
の
頃
」、『
現
代
詩
文
庫

27　

谷
川
俊
太
郎
』
思
潮
社
、一
九
六
九
年
一
一
月
）、未
調
査
。

＊
出
版
社
が
雲
井
書
店
か
ら
創
元
社
に
変
更
に
な
っ
た
の
は
、
雲

井
書
店
が
倒
産
し
た
た
め
。
紙
型
を
父
徹
三
が
買
い
取
る
形
で

出
版
さ
れ
た
（
山
田
馨
「
解
説
」、『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
集

英
社
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）。

＊
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
広
告
類
、
未
調
査
。
雑
誌
「
創
元
」

を
確
認
す
る
必
要
あ
り
。

■
同
時
代
評

【
資
料
３
】
神
保
光
太
郎
「
選
後
評
」（「
蛍
雪
時
代
」
一
九
五
〇

年
一
月
号
）

　

第
二
席
の
棚
川
さ
ん
の
場
合
も
、
三
田
さ
ん
の
作
品
の
よ
う
に

童
話
的
雰
囲
気
が
読
者
の
心
を
と
ら
え
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
未
熟

な
用
語
も
あ
る
が
青
年
特
有
の
ど
こ
か
い
た
ず
ら
つ
ぼ
い
、
し
か

し
限
り
も
な
く
純
粋
な
精
神
が
貫
か
れ
て
い
て
好
意
が
持
て
る
。

【
資
料
４
】
村
野
四
郎
「
テ
ク
ニ
ツ
ク
の
方
向
―
―
研
究
会
作
品

評
―
―
」（「
詩
学
」
一
九
五
〇
年
九
月
号
）

　

谷
川
俊
太
郎
君
の
「
秘
密
と
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
こ
こ
で
は
人
間
は

一
つ
の
組
織
で
あ
る
。
精
神
と
肉
体
と
の
渾
沌
と
し
た
塊
と
し
て

人
間
を
見
な
い
。
そ
の
思
考
に
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
氏
の
眼
の
よ
う
な

一
種
の
す
が
す
が
し
さ
が
あ
る
。

　
　

つ
ま
り
僕
を
通
過
す
る
ひ
と
つ
の
体
系

　
　

そ
れ
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
る
僕
と
い
う
世
界

な
ど
と
い
う
思
考
は
新
鮮
な
詩
的
美
の
世
界
で
あ
り
、
非
常
に
洗

練
さ
れ
た
表
現
技
術
で
あ
る
。
だ
が

　
　

病
院
で
は
肉
体
の
秘
密
が
な
い

　
　

そ
の
た
め
精
神
は
ま
す
ま
す
多
く
を
秘
密
に
す
る

と
い
う
オ
チ
は
、
が
く
り
と
精
神
が
脱
落
し
て
、
あ
ま
り
感
心
し

な
い
。
同
君
の
「
五
月
の
無
智
な
街
で
」
は
清
潔
で
新
鮮
な
テ
ク

ニ
ツ
ク
だ
が
、
こ
の
詩
の
も
つ
青
年
の
イ
デ
エ
に
少
し
の
疑
問
を

も
た
せ
ら
れ
る
。
最
後
の
連
が
こ
の
疑
問
を
一
層
つ
よ
く
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

　
　

天
上
か
ら
の
街
頭
録
音
の
た
め
に
僕
は
た
く
さ
ん
の
質
問
を

　
　
　

用
意
し
て
い
る

　
　

し
か
し
地
獄
か
ら
の
脅
迫
の
た
め
に
僕
は
武
器
を
待
た
ぬ

は
、
お
も
し
ろ
い
メ
タ
フ
オ
ア
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ど
う
す
る
と
い

う
最
も
シ
イ
リ
ア
ス
な
質
問
に
対
し
て
、
結
局
こ
の
作
品
で
は
充

分
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
回
答
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
が
気

に
か
か
る
の
で
あ
る
。

【
資
料
５
】
三
好
達
治
「
蛇
足
言
」（「
文
学
界
」
一
九
五
〇
年

一
二
月
号
）

　

谷
川
俊
太
郞
君
は
今
年
高
等
学
校
を
了
へ
た
ば
か
り
の
白
面
の

書
生
さ
ん
で
あ
る
。
先
日
機
が
あ
つ
て
そ
の
詩
稿
の
一
部
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
。
作
品
は
例
外
な
く
私
に
は
み
な
面
白
か
つ
た
か
ら

そ
の
う
ち
の
数
篇
を
紹
介
す
る
た
め
に
、こ
こ
に
誌
面
を
か
り
た
。

谷
川
君
の
詩
風
は
簡
素
平
明
で
こ
と
さ
ら
な
巧
み
を
用
ひ
ず
、
所

謂
モ
デ
ル
ニ
ス
ム
の
表
面
的
意
匠
を
藉
り
る
こ
と
を
し
な
い
が
、

さ
す
が
に
そ
の
歌
ひ
ぶ
り
は
、
ぐ
ん
と
新
ら
し
い
。
奇
を
用
ひ
る

こ
と
を
し
な
い
が
、
内
容
の
み
づ
み
づ
し
い
躍
動
と
そ
れ
を
盛
る

に
ふ
さ
は
し
い
語
感
語
法
の
新
し
さ
を
た
し
か
に
彼
の
も
の
と
し

て
ゐ
る
。
品
の
い
い
自
然
な
機
智
に
も
富
ん
で
ゐ
て
、
ま
た
そ
れ

に
溺
れ
る
こ
と
を
し
な
い
用
意
に
も
欠
け
て
ゐ
な
い
。
そ
ん
な
点

よ
り
も
、
し
か
し
な
が
ら
私
は
彼
の
リ
リ
ス
ム
に
常
に
密
接
に
智

性
の
関
渉
の
あ
る
の
を
喜
ぶ
。
こ
の
点
が
最
も
新
ら
し
い
。

【
資
料
６
】
匿
名
「
詩
壇
時
評
」（「
詩
学
」
一
九
五
一
年
一
月
号
）

　

と
こ
ろ
で
、「
文
学
界
」
が
三
好
治
の
あ
と
が
き
を
つ
け
て
谷

川
少
年
の
詩
を
紹
介
し
た
の
は
、何
か
の
気
紛
れ
か
も
し
れ
ぬ
が
、

一
応
興
味
の
あ
る
こ
と
だ
。
こ
の
少
年
は
、
親
父
（
谷
川
徹
三
）

ゆ
づ
り
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
有
望
な
秀
才
と
見
え
た
。

か
う
い
ふ
少
年
が
ど
う
の
び
る
も
の
か
、
ま
た
い
つ
ま
で
も
変
ら

ず
詩
に
執
心
し
て
ゐ
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
目
下
の
と
こ
ろ

わ
か
ら
ぬ
こ
と
だ
が
実
は
こ
こ
へ
少
年
の
名
を
出
し
た
の
は
、
ほ

か
で
も
な
い
の
だ
。
注
意
し
て
ゐ
る
者
な
ら
、
す
で
に
こ
の
谷
川

少
年
は
こ
の
「
詩
学
」
の
研
究
会
に
参
じ
て
ゐ
て
そ
の
作
品
も
出

て
ゐ
た
の
だ
が
、こ
の
と
き
の
作
品
と
「
文
学
界
」
の
作
品
と
が
、

ま
る
で
関
係
の
な
い
や
う
な
別
の
風
格
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
は
し
て

ゐ
る
こ
と
に
気
付
か
れ
た
だ
ら
う
か
。
こ
の
こ
と
を
言
ひ
た
か
つ

た
の
だ
。
い
か
に
才
分
に
め
ぐ
ま
れ
た
少
年
と
は
言
へ
、
こ
ん
な

変
貌
が
さ
う
た
や
す
く
あ
り
え
て
い
い
の
だ
ら
う
か
。そ
れ
と
も
、

そ
ん
な
こ
と
が
気
懸
り
に
な
る
と
言
ふ
の
が
も
と
も
と
無
意
味
な

こ
と
で
も
あ
る
の
だ
ら
う
か
。
た
だ
一
人
の
少
年
の
こ
と
、
そ
れ

ほ
ど
気
に
す
る
こ
と
は
な
い
と
言
つ
て
し
ま
へ
ば
そ
れ
迄
だ
が
、

と
も
か
く
き
い
て
く
れ
た
ま
へ
。
こ
れ
は
、
日
本
に
本
当
の
「
詩

の
伝
統
」
が
な
い
か
ら
な
の
だ
と
言
ひ
た
い
の
だ
。（
中
略
）
い

か
に
少
年
と
は
言
へ
、
も
し
日
本
の
詩
に
伝
統
が
あ
る
な
ら
ば
、

少
年
と
は
言
へ
さ
う
さ
う
軽
々
と
自
己
を
た
や
す
変
化
し
て
ゆ
く

こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
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【
資
料
７
】
村
野
四
郎
「
新
し
い
予
想
」（「
詩
学
」
一
九
五
一
年

二
月
号
）

新
し
い
詩
を
創
造
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
、
ど
ん
な
に
隠
微
な
フ

ア
ク
タ
ア
が
必
要
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く
思
わ
せ
ら

れ
る
。
そ
れ
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
僕
は
こ
ゝ
に
何
人
か
の
新
人
の
名

を
あ
げ
た
。
そ
の
理
由
は
こ
れ
ら
の
新
人
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
、
各

自
の
実
験
項
目
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
極
め
て
そ
れ
が
能
率
的

で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
友
竹
、
谷
川
、
金

井
君
た
ち
の
新
し
い
抒
情
の
扱
い
方
に
お
い
て
、
山
本
君
の
ダ
ダ

的
な
現
実
の
新
し
い
摑
み
方
に
お
い
て
、
北
君
の
不
思
議
な
人
間

の
認
識
の
仕
方
に
お
い
て
、
和
泉
君
の
作
像
上
の
新
し
い
方
法
に

お
い
て
、
鵜
澤
君
の
変
つ
た
事
物
性
追
求
の
方
法
に
お
い
て
、
福

田
君
の
詩
の
中
で
の
メ
タ
フ
イ
ジ
カ
ル
な
方
向
に
つ
い
て
。

＊
「
詩
学
」
一
九
五
一
年
二
月
号
の
「
詩
学
審
査
委
員
会　

詩
人

推
薦
の
言
葉
」
の
ひ
と
つ
。
同
号
に
は
ほ
か
に
谷
川
の
略
歴
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

【
資
料
８
】
黒
田
三
郎
「
同
人
雑
誌
評
」（「
詩
学
」
一
九
五
二
年

四
月
号
）

谷
川
俊
太
郎
「
埴
輪
」
は
単
純
な
詩
で
、
ま
た
そ
の
テ
ー
マ
が
石

像
と
埴
輪
と
い
う
よ
う
に
似
た
と
こ
ろ
も
あ
つ
て
、
リ
ル
ケ
の
次

に
挙
げ
た
の
で
は
そ
の
作
品
の
よ
さ
が
、
目
立
た
な
く
な
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
し
か
し
こ
こ
に
は
詩
を
つ
く
る
態
度
の
素
直
さ
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
誰
の
詩
で
も
詩
に
作
者
の
体
臭
が
う
つ
る
の

は
勿
論
自
然
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
臭
み
ま
け
の
し
た
よ
う
な
詩
の

多
い
中
で
、
こ
の
素
直
さ
は
貴
重
で
あ
る
。「
埴
輪
」
は
こ
の
作

者
に
と
つ
て
格
別
よ
い
詩
で
は
な
い
だ
ろ
う
と
は
思
う
。
た
だ
僕

と
し
て
ザ
ッ
ハ
リ
ヒ
な
見
方
を
深
め
て
ゆ
く
と
い
う
素
直
な
努
力

に
対
し
て
敬
意
を
表
し
た
い
。

＊
「
歴
程
」
評
の
一
部
。「
ザ
ッ
ハ
リ
ヒ
」
＝
即
物
的
。

【
資
料
９
】高
橋
宗
近「
谷
川
俊
太
郎
詩
集「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」」

（「
詩
学
」
一
九
五
二
年
八
月
）

「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
は
一
応
楽
し
く
読
め
る
詩
集
だ
。
然
し

精
し
く
見
れ
は
物
足
ら
な
い
点
も
か
な
り
あ
る
。
ザ
ハ
リ
ッ
ヒ
な

も
の
の
見
方
が
新
鮮
だ
と
い
つ
て
も
、
谷
川
君
の
そ
れ
は
、
読
者

の
思
考
の
表
面
に
軽
快
な
シ
ョ
ッ
ク
は
与
え
る
け
れ
ど
も
、
読
者

の
思
考
の
内
部
に
ま
で
浸
透
し
て
、
思
考
の
廻
転
そ
の
も
の
を
変

代
さ
せ
る
よ
う
な
深
さ
も
力
も
乏
し
い
。
そ
こ
に
才
気
は
充
分
に

感
じ
ら
れ
る
の
だ
け
れ
ど
、
詩
と
し
て
の
浸
透
性
と
か
重
感
と
か

い
ふ
も
の
を
と
も
な
つ
て
い
な
い
う
ら
み
が
あ
る
の
で
あ
る
。
読

者
の
思
考
に
軽
快
な
シ
ヨ
ツ
ク
を
与
え
る
と
い
う
の
も
こ
れ
は
成

功
し
た
場
合
の
こ
と
で
、谷
川
君
と
し
て
不
成
功
の
作
品
は
、ザ
ッ

ハ
リ
ッ
ヒ
な
新
鮮
さ
を
ね
ら
い
そ
こ
ね
て
、
単
に
、
思
い
つ
き
だ

け
が
目
だ
ち
、
そ
う
い
う
思
い
つ
き
に
よ
り
か
ゝ
つ
て
持
て
あ
ま

さ
れ
て
い
る
谷
川
君
の
才
気
が
妙
に
気
に
な
る
場
合
も
多
い
の
で

あ
る
。（
中
略
）

　

総
じ
て
言
つ
て
谷
川
君
の
こ
の
詩
集
は
「
年
少
者
の
文
学
」
の

領
域
か
ら
そ
れ
ほ
ど
出
て
い
な
い
と
す
ら
見
ら
れ
る
点
も
あ
る
。

こ
れ
は
何
も
谷
川
君
の
年
齢
の
若
さ
か
ら
あ
て
ず
つ
ば
う
に
言
う

こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば「
地
球
が
あ
ん
ま
り
荒
れ
る
日
に
は
」

と
か
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
と
か
い
う
作
品
で
は
、谷
川
君
は
、

人
の
子
と
し
て
の
孤
独
さ
か
ら
、
火
星
に
呼
び
か
け
た
く
な
つ
た

り
、
火
星
に
仲
間
を
欲
し
が
つ
た
り
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
書
い

て
い
る
。
そ
の
他
の
作
品
に
も
同
じ
よ
う
な
主
題
は
し
ば
〳
〵
見

ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
人
間
の
孤
独
を
宇
宙
的
に
定
着
さ
せ
よ
う

と
す
る
谷
川
君
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
所
が
、
そ
の
谷
川
君

の
考
え
て
い
る
字
宙
的
な
も
の
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
一
読
す

れ
ば
判
る
と
お
り
き
わ
め
て
初
歩
的
常
識
的
な
天
文
的
宇
宙
に
過

ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
初
歩
的
な
天
文
学
の
知
識
に
よ
つ
て
え
ら
れ

る
少
年
の
宇
宙
に
対
す
る
神
秘
感
。
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
成
長
し
つ

あ
る
年
少
の
一
時
期
に
あ
つ
て
は
、
き
わ
め
て
エ
ポ
ツ
メ
イ
キ
ン

グ
な
感
情
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
し
、
最
初
は
天
文
学
的
に
え
ら
れ

た
宇
宙
感
も
、
や
が
て
は
天
文
学
的
図
形
を
越
え
て
ゆ
く
。

【
資
料
10
】
鮎
川
信
夫
・
鳥
見
迅
彦
・
平
林
敏
彦
・
木
原
孝
一
・

嵯
峨
信
之
「
作
品
月
評
」
第
四
回
（「
詩
学
」
一
九
五
三
年
五
月
号
）

嵯
峨　

表
現
が
柔
か
に
な
つ
た
ね
、ソ
ネ
ツ
ト
の
故
為
も
あ
る
が
。

〝
二
十
億
光
年
〟
よ
り
は
ず
っ
と
…
…
。

木
原　

だ
け
れ
ど
〝
二
十
億
光
年
〟
で
よ
く
言
わ
れ
た
批
評
の
中

に
新
鮮
さ
と
い
う
言
葉
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
大
体
賞
讃
さ
れ
た

大
き
な
部
分
に
な
つ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
詩
に
な
る
と
そ

の
新
鮮
さ
と
い
う
か
み
ず
み
ず
し
さ
と
い
う
も
の
が
ほ
ん
と
う

に
自
分
の
身
に
つ
い
た
と
い
う
か
、
も
つ
と
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
な

い
し
は
ま
わ
り
に
あ
る
も
の
に
頼
ら
ず
に
、
ち
よ
つ
と
う
ま
い

抒
情
的
な
方
程
式
を
持
つ
て
い
て
、
そ
の
方
法
で
初
め
か
ら
最

後
ま
で
も
の
を
言
つ
て
い
る
と
い
う
点
が
〝
二
十
億
光
年
の
孤

独
〟
と
は
大
分
違
う
の
じ
や
な
い
か
と
思
う
の
で
す
が
ね
。
そ

れ
が
い
い
か
悪
い
か
は
…
…
。（
中
略
）

鳥
見　
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
と
い
う
詩
集
と
く
ら
べ
る
と
、

こ
の
詩
は
、だ
い
ぶ
お
兄
さ
ん
に
な
つ
た
感
じ
だ
な
。「
二
十
億

光
年
の
孤
独
」
は
初
々
し
く
て
、
や
さ
し
く
て
、
白
と
黒
が
は

つ
き
り
し
て
い
る
明
る
さ
が
あ
つ
た
。
あ
の
詩
集
の
作
品
は
だ

い
た
い
制
作
順
に
な
ら
べ
ら
れ
て
い
て
、
谷
川
俊
太
郎
の
成
長

の
過
程
が
手
に
と
る
よ
う
に
わ
か
る
も
の
だ
つ
た
。
伸
び
て
ゆ

く
速
さ
が
印
象
に
の
こ
つ
て
、た
の
し
い
一
冊
だ
つ
た
と
思
う
。

（
中
略
）

嵯
峨　
「
ネ
ロ
」
な
ん
か
こ
れ
よ
り
も
ず
つ
と
新
鮮
だ
な
。

鮎
川　
「
ネ
ロ
」
と
い
う
の
は
「
二
十
億
光
年
」
の
う
ち
で
一
番

い
い
詩
だ
と
思
つ
た
。

嵯
峨　

レ
ト
リ
ツ
ク
な
ん
か
も
十
分
納
得
し
て
書
い
て
い
る
ね
、

「
ネ
ロ
」
の
方
は
。
こ
つ
ち
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
大
分
違
つ
て
い

る
け
れ
ど
も
…
…
。

＊
「
文
学
界
」
一
九
五
三
年
四
月
号
掲
載
作
品
の
合
評
。「
ソ
ネ

ツ
ト
」（『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ
ト
』
所
収
の
「
41
（
空
の
青
さ
を

み
つ
め
て
い
る
と
）」）
に
対
す
る
評
。
谷
川
以
外
に
、
和
泉
克

雄
「
二
月
の
詩
」、
中
村
稔
「
凧
」、
菱
山
修
三
「
波
打
ち
際
」

の
作
品
が
論
評
さ
れ
て
い
る
。

【
資
料
11
】
鮎
川
信
夫
・
鶴
岡
冬
一
・
鳥
見
迅
彦
・
長
江
道
太
郎
・

平
林
敏
彦
・
三
好
豊
一
郎
・
嵯
峨
信
之
・
木
原
孝
一
「
新
人
十
人

を
語
る
―
―
座
談
会
―
―
」（「
詩
学
」
一
九
五
三
年
一
一
月
号
）

鶴
岡　

イ
メ
ー
ジ
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
な
い
と
い
う
か
割
と
素
直
な

叙
述
で
書
い
た
「
ネ
ロ
」
と
い
う
詩
な
ん
か
非
常
に
す
つ
き
り

と
し
て
い
る
。

鮎
川　

あ
れ
は
谷
川
の
作
品
中
で
も
大
分
型
の
違
つ
た
作
品
じ
や

な
い
か
な
。

嵯
峨　
「
ネ
ロ
」
以
上
に
印
象
が
残
る
い
い
詩
と
い
う
も
の
は
な
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い
で
し
よ
う
。（
中
略
）

三
好　
（
略
）「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
に
は
イ
メ
ー
ジ
に
も
ザ
ハ

リ
ッ
ヒ
な
明
確
さ
が
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の
ご
ろ
の
詩
は
何
か

気
分
的
で
す
ね
。（
中
略
）

嵯
峨　
「
埴
輪
」
と
い
う
詩
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
あ
の
詩
は
非
常

に
ま
と
ま
つ
た
詩
だ
と
思
つ
た
。（
中
略
）

長
江　

こ
の
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
の
序
文
を
三
好
さ
ん
が
書

い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
離
し
て
考
え
て
み
て
も
、
ぼ
く

は
谷
川
俊
太
郞
と
い
う
人
は
つ
ま
り
現
代
の
新
し
い
三
好
好
治

と
い
う
感
じ
が
す
る
の
で
す
よ
。（
中
略
）

鮎
川　
「
ネ
ロ
」
と
い
う
の
は
谷
川
俊
太
郞
の
場
合
、
ど
つ
ち
か

と
い
う
と
例
外
に
属
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。

普
通
谷
川
の
詩
と
い
え
ば
や
は
り
ソ
ネ
ッ
ト
の
詩
と
か
、
あ
る

い
は
四
行
詩
の
方
が
身
上
じ
や
な
い
か
な
。（
中
略
）

三
好　

こ
の
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
の
詩
は
イ
メ
ー
ジ
が
非
常

に
具
象
的
で
す
。「
埴
輪
」
で
も
い
い
の
で
す
が
、
物
象
に
対

す
る
新
鮮
な
感
受
性
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
最
近
の
詩
は
言

葉
の
間
を
ぬ
つ
て
歩
く
よ
う
な
面
白
さ
に
変
つ
て
い
ま
す
ね
。

長
江　
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
以
後
の
方
は
、
詩
集
の
時
代
に

持
つ
て
い
た
感
覚
的
な
新
鮮
さ
感
情
の
ア
ラ
ベ
ス
ク
と
い
う
も

の
が
下
に
沈
ん
で
来
て
、
鮎
川
さ
ん
の
言
つ
て
い
る
意
味
で
の

詩
と
し
て
の
秩
序
を
保
つ
と
い
う
方
に
大
き
な
関
心
が
払
わ
れ

て
い
る
の
じ
や
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
。

木
原　
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
で
わ
れ
〳
〵
が
新
鮮
さ
と
言
つ

て
い
る
も
の
は
、
実
は
詩
人
の
初
期
に
持
つ
て
い
る
直
截
な
感

受
性
と
い
う
も
の
が
う
ま
く
出
た
場
合
で
あ
つ
て
、
今
度
の
ソ

ネ
ッ
ト
の
よ
う
な
メ
タ
フ
イ
ジ
ッ
ク
な
思
考
の
世
界
と
い
う
も

の
に
踏
み
込
ん
で
行
つ
た
場
合
は
、
そ
う
い
う
直
截
的
な
も
の

が
失
わ
れ
る
の
は
ひ
と
つ
の
宿
命
な
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

嵯
峨　

ほ
ん
と
う
は
そ
う
い
う
メ
タ
フ
イ
ジ
カ
ル
な
も
の
が
詩
と

し
て
も
っ
と
新
鮮
に
出
て
来
な
け
れ
ば
お
も
し
ろ
く
な
い
の
で

す
よ
。「
埴
輪
」
は
あ
な
た
が
言
っ
た
通
り
ザ
ハ
リ
ッ
ヒ
な
も

の
だ
が
、
堅
実
な
仕
事
で
書
き
上
げ
た
と
い
う
感
じ
が
す
る
。

木
原　

一
般
に
彼
の
詩
に
は
ザ
ハ
リ
ッ
ヒ
と
言
わ
れ
る
強
い
即
物

性
と
い
う
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
ね
。

嵯
峨　

彼
の
持
つ
て
い
る
本
質
的
な
問
題
は
一
応
お
き
ま
す
が
、

た
だ
「
埴
輪
」
に
関
す
る
限
り
は
そ
う
い
う
言
い
方
が
通
り
そ

う
な
ほ
ど
物
の
手
ざ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

木
原　

態
度
と
し
て
で
な
く
一
つ
の
方
法
と
し
て
の
ザ
ハ
リ
ッ
ヒ

な
ら
わ
か
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
決
し
て
彼
の
方
法
で
は
な
い

し
、
彼
の
支
柱
に
な
つ
て
い
る
も
の
で
も
な
い
と
思
う
な
。

【
資
料
12
】
飯
島
耕
一
・
高
橋
宗
近
・
谷
川
俊
太
郎
・
大
岡
信
・

中
村
稔
・
川
崎
洋
・
山
本
太
郎
・
嵯
峨
信
之
・
木
原
孝
一
「
二
十

代
の
発
言
―
―
座
談
会
―
―
」（「
詩
学
」
一
九
五
四
年
一
月
）

川
崎　

私
な
ん
か
も
詩
を
書
き
始
め
た
こ
ろ
最
初
に
勉
強
し
た
の

は
今
の
四
十
代
、
五
十
代
の
人
た
ち
の
詩
集
で
す
ね
。
そ
れ
か

ら
「
詩
学
」
が
あ
る
と
い
う
の
も
知
り
、
ま
た
三
十
代
の
人
た

ち
の
詩
集
も
読
ん
だ
わ
け
で
す
。
そ
の
と
き
ぼ
ん
や
り
と
ず
い

ぶ
ん
違
う
な
と
思
っ
た
が
、
自
分
の
詩
を
つ
く
る
の
に
い
そ
が

し
く
て
あ
ま
り
三
十
代
の
人
た
ち
の
を
読
ま
な
か
つ
た
。
谷
川

さ
ん
の
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
が
出
て
、
そ
れ
を
読
ん
で
何

か
ほ
つ
と
し
た
よ
う
な
気
が
し
た
の
で
す
。

【
資
料
13
】
高
橋
宗
近
・
壺
井
繁
治
・
村
野
四
郎
・
伊
藤
信
吉
・

平
林
敏
彦
・
山
本
太
郎
・
編
集
部
「
現
代
詩
の
焦
点
―
―
座
談
会

―
―
」（「
詩
学
」
一
九
五
四
年
九
月
）

村
野　

谷
川
君
の
も
の
と
し
て
は
最
初
の
方
の
詩
集
が
ず
つ
と
い

い
と
思
う
。
存
在
意
識
が
ハ
ツ
キ
リ
と
し
て
新
鮮
だ
よ
。
空
間

と
時
間
に
対
す
る
感
覚
が
輝
く
よ
う
に
新
鮮
だ
が
、『
六
十
二

の
ソ
ネ
ツ
ト
』
は
全
部
ぼ
や
け
て
し
ま
つ
て
い
る
。

編
集
部　

詩
の
方
法
論
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
新
し
い
方
法
論
で
は

な
い
が
、
六
十
二
の
ソ
ネ
ツ
ト
は
実
験
的
に
は
新
し
い
方
法
だ

と
思
う
。

村
野　

レ
ト
リ
ツ
ク
と
し
て
は
非
常
に
う
ま
く
な
つ
て
い
る
ね
。

し
か
し
あ
あ
い
う
ぼ
や
け
方
は
戦
後
み
ん
な
も
つ
て
い
る
。
あ

れ
は
明
確
な
知
覚
や
論
理
の
的
確
性
を
失
つ
た
、
一
種
の
雰
囲

気
だ
よ
。
谷
川
君
な
ど
い
い
方
だ
。

【
資
料
14
】
大
岡
信
「
詩
の
条
件
」（「
詩
学
」
一
九
五
四
年
一
二
月
）

『
六
十
二
の
ネ
ッ
ト
』
と
い
う
詩
集
が
第
一
詩
集
『
二
十
億
光
年

の
孤
独
』
よ
り
劣
つ
て
い
る
と
い
う
一
般
的
見
解
は
、
ぼ
く
に
は

全
く
皮
相
浅
薄
な
意
見
と
し
か
思
え
な
い
。『
六
十
二
の
ソ
ネ
ツ

ト
』
を
少
し
注
意
深
く
読
め
ば
容
易
に
わ
か
る
は
ず
な
の
だ
が
、

谷
川
は
こ
こ
で
は
決
し
て
言
葉
に
頼
つ
て
書
い
て
は
い
な
い
。
む

しマ
マ言

葉
は
乱
雑
に
投
げ
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
言
葉
は

捨
て
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
言
葉
を
捨
て
て
も
摑
み
た

い
も
の
が
彼
に
は
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
が
た
と
え
彼
自

身
の
極
め
て
特
殊
な
夢
想
で
あ
ろ
う
と
も
、
そ
れ
は
言
葉
の
彫
琢

を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
強
く
彼
に
働
き
か
け
て
る
。（
中
略
）
ぼ
く

に
は
、
彼
の
言
葉
は
乱
雑
に
投
げ
出
さ
れ
、
捨
て
さ
ら
れ
て
い
る

こ
と
そ
の
も
の
に
よ
つ
て
、
己
れ
を
超
え
る
も
の
に
向
つ
て
祈
る

よ
う
な
姿
を
獲
得
し
、
す
で
に
そ
の
こ
と
に
よ
つ
て
己
れ
を
超
え

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
だ
。

■
詩
集
出
版
当
時
の
回
顧

【
資
料
15
】
木
下
常
太
郎
「
解
説
」（『
戦
後
詩
人
全
集
』
第
一
巻
、

書
肆
ユ
リ
イ
カ
、
一
九
五
四
年
九
月
）

　

谷
川
俊
太
郎
も
戦
後
詩
人
と
し
て
は
最
も
若
い
層
に
ぞ
く
し
て

い
る
。
彼
は
処
女
詩
集
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
に
よ
つ
て
若
駒

の
よ
う
に
戦
後
詩
壇
に
現
れ
て
有
名
に
な
つ
た
。
戦
後
詩
人
の
多

く
が
何
と
な
く
く
す
ぶ
つ
て
い
た
の
に
彼
だ
け
は
唯
一
人
活
々
と

し
た
あ
ざ
や
か
な
朝
の
よ
う
な
光
を
放
つ
て
い
た
。
た
と
え
若
く

て
未
熟
な
と
こ
ろ
が
あ
る
に
し
て
も
そ
の
知
性
と
感
覚
が
才
智
に

あ
ふ
れ
た
若
駒
の
よ
う
に
は
ね
か
え
つ
て
い
た
。
そ
れ
に
詩
法
も

工
夫
さ
れ
て
い
た
。「
ネ
ロ
」「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」「
町
」
な

ど
が
佳
作
で
あ
り
彼
の
情
熱
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

＊
『
戦
後
詩
人
全
集
』
第
一
巻
に
は
中
村
稔
、
大
岡
信
、
谷
川
俊

太
郎
、
山
本
太
郎
、
那
珂
太
郎
、
新
藤
千
恵
の
各
作
品
が
収
録
。

【
資
料
16
】
飯
島
耕
一
「
谷
川
俊
太
郎
論
」（「
展
望
」
一
九
七
五

年
九
月
号
）

　

谷
川
俊
太
郎
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
一
九
五
〇
年
、「
文
学
界
」

に
彼
の
「
ネ
ロ
他
五
篇
」
の
詩
が
、
三
好
達
治
の
紹
介
で
掲
載
さ

れ
た
と
き
だ
っ
た
。
当
時
ぼ
く
は
自
分
で
も
よ
う
や
く
詩
を
書
こ

う
と
し
て
い
た
矢
先
で
、
一
年
年
下
の
彼
の
き
わ
め
て
早
い
爽
や

か
な
登
場
に
は
や
は
り
軽
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
谷
川
俊
太
郎

は
何
度
か
ぼ
く
に
シ
ョ
ッ
ク
を
あ
た
え
た
人
物
だ
が
、
こ
の
と
き



5

が
は
じ
め
で
あ
る
。

【
資
料
17
】
谷
川
俊
太
郎
・
山
本
太
郎
・
岩
田
宏
・
林
光
・
入
沢

康
夫
「
詩
の
倫
理
と
文
体
」（「
現
代
詩
手
帖
」
10
月
臨
時
増
刊
「
谷

川
俊
太
郎
」
一
九
七
五
年
一
〇
月
）

入
沢　

ぼ
く
は
谷
川
さ
ん
の
詩
は
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
が
詩

集
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
読
ん
だ
ん
で
す
。
ぼ
く
は
あ
の
頃
は

文
芸
雑
誌
な
ん
て
あ
ん
ま
り
読
ん
で
な
か
っ
た
し
ね
。
と
に
か

く
、
そ
の
と
き
の
印
象
は
、
詩
が
こ
ん
な
ふ
う
に
自
律
性
と
感

受
性
の
正
直
な
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
書
け
る
と
い
う
こ
と
、
し
か

も
一
つ
の
本
と
い
う
か
た
ち
で
存
在
を
主
張
し
得
る
と
い
う
こ

と
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
そ
れ
ま
で
読
ん
だ
戦
後
詩
の
場

合
、
世
間
で
評
判
の
詩
で
も
、
ぼ
く
の
そ
の
と
き
の
感
じ
で
は

な
ん
だ
か
つ
ま
ら
な
い
詩
ば
か
り
で
、
い
っ
こ
う
に
刺
戟
に
な

ら
な
か
っ
た
。
あ
の
詩
集
を
読
ん
だ
頃
か
ら
、
や
っ
と
自
分
で

も
書
き
た
め
た
も
の
を
詩
集
に
し
て
み
よ
う
と
い
う
勇
気
が
出

て
き
た
っ
て
こ
と
は
た
し
か
に
あ
っ
た
な
。
先
入
観
な
し
に
詩

集
を
読
ん
だ
の
だ
か
ら
、
谷
川
さ
ん
が
幾
つ
の
人
な
の
か
、
ど

ん
な
人
な
の
か
、
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
若
い
人
だ
と
い
う
こ

と
ぐ
ら
い
し
か
ね
。

【
資
料
18
】
友
竹
辰
「
遁
れ
よ
う
嫌
お
う
と
し
て
―
―
「
秘
密
と

レ
ン
ト
ゲ
ン
」」（
同
右
）

こ
っ
ち
は
ポ
ツ
ン
と
広
島
の
田
舎
町
に
居
て
、
唯
々
空
恐
ろ
し
い

よ
う
な
思
い
で
毎
月
の
詩
学
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
先
ず
、
谷
川
俊
太
郎
と
言
う
、
何
と
も
か
と
も

言
い
よ
う
の
無
い
、
こ
し
ら
え
た
名
前
と
し
て
は
市
川
団
十
郎
に

も
負
け
な
い
よ
う
な
、
詩
人
ら
し
く
て
賢
ら
し
い
名
前
で
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
と
か
赤
ラ
ム
プ
、
ル
ン
ゲ
、
イ
ン
タ
ク
ト
、
ま
た
唯
物
的
、

通
訳
、
高
圧
電
気
、
磁
力
、
特
殊
組
成
な
ど
ぼ
く
の
詩
に
は
絶
対

に
現
れ
な
い
よ
う
な
語
彙
で
も
っ
て
、
鮮
や
か
と
い
わ
ん
か
け
ざ

や
か
と
い
お
う
か
、
そ
し
て
止
め
の
一
句
が
「
病
院
で
は
肉
体
の

秘
密
が
な
い
／
そ
の
た
め
精
神
は
ま
す
ま
す
多
く
を
秘
密
に
す

る
」な
ど
と
言
う
、よ
ほ
ど
良
く
練
ら
れ
た
古
典
落
語
の
オ
チ
だ
っ

て
こ
う
ビ
シ
ッ
と
は
き
ま
る
ま
い
と
い
う
、
そ
の
冴
え
。（
中
略
）

す
る
内
、
三
好
達
治
の
ど
の
他
の
詩
よ
り
も
結
構
な
「
こ
の
若
者

は
／
意
外
に
遠
く
か
ら
や
っ
て
き
た
／
あ
あ
こ
の
若
者
は
／
冬
の

さ
な
か
に
永
ら
く
待
た
れ
た
も
の
と
し
て
／
突
忽
と
は
る
か
な
国

か
ら
や
っ
て
き
た
」
と
い
う
序
詩
つ
き
の
、
つ
ま
り
「
諸
君
、
天

才
だ
、
脱
帽
し
よ
う
」
と
い
う
勲
章
を
ぶ
ら
さ
げ
て
、
颯
爽
と
言

お
う
か
突
如
と
言
お
う
か
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
が
登
場
、
当

然
の
事
乍
ら
、
矢
庭
に
天
才
詩
人
、
若
き
大
詩
人
の
ス
タ
ン
プ
が

ペ
タ
リ
と
貼
ら
れ
た
、
よ
う
な
気
分
に
な
っ
た
も
の
だ
、
こ
っ
ち

は
。

【
資
料
19
】
大
岡
信
・
三
浦
雅
士
・
佐
々
木
幹
郎
「〈
世
界
〉
の
謎

を
解
く
想
像
力
」（『
現
代
詩
読
本
特
装
版　

谷
川
俊
太
郎
の
コ
ス

モ
ロ
ジ
ー
』
思
潮
社
、
一
九
八
八
年
七
月
）

大
岡　
（
略
）
顧
み
れ
ば
本
当
に
古
い
こ
と
で
、
谷
川
は
は
た
ち

の
頃
に
は
戦
後
詩
の
新
し
き
ス
タ
ー
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。「
文

学
界
」
に
最
初
に
詩
を
出
し
た
の
は
一
九
五
〇
年
、
十
九
歳
の

時
で
す
。
僕
も
彼
と
同
じ
年
の
生
ま
れ
で
、
た
だ
し
学
年
は
僕

の
方
が
一
級
上
に
な
る
わ
け
で
す
。「
文
学
界
」
に
「
ネ
ロ
」

や
そ
の
他
の
詩
が
発
表
さ
れ
た
時
、
年
齢
を
知
っ
て
ち
ょ
っ
と

し
た
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
ね
。
こ
ん
な
に
若
く
て
「
文
学

界
」の
よ
う
な
華
麗
な
雑
誌
に
詩
を
出
し
て
い
る
や
つ
が
い
る
。

僕
な
ど
が
仰
ぎ
見
て
い
た
三
好
達
治
の
推
薦
に
よ
る
と
い
う
こ

と
だ
け
れ
ど
、
何
よ
り
も
そ
の
詩
が
同
年
配
の
詩
を
書
く
青
年

に
と
っ
て
は
考
え
ら
れ
な
い
位
、
既
に
一
言
葉
に
よ
け
い
な
垢

が
つ
い
て
な
い
っ
て
い
い
ま
す
か
、
実
に
切
れ
味
の
い
い
言
葉

で
書
か
れ
て
い
る
。（
中
略
）
谷
川
の
詩
を
初
め
て
読
ん
だ
時

に
は
、
従
来
の
七
五
調
と
か
五
七
調
が
も
っ
て
い
る
、
感
覚
的

な
表
現
で
い
え
ば
じ
っ
と
り
と
湿
っ
て
い
る
よ
う
な
部
分
を
、

は
じ
め
か
ら
持
っ
て
い
な
い
詩
が
現
れ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
点
が
僕
に
は
驚
異
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね
。

■
詩
集
出
版
当
時
の
今
日
的
な
イ
メ
ー
ジ

【
資
料
20
】
野
村
喜
和
夫
「
か
な
し
み
」（『
現
代
詩
の
鑑
賞
101
』

新
書
館
、
一
九
九
八
年
二
月
）

　

谷
川
俊
太
郎
の
第
一
詩
集
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』（
一
九
五
二

年
）は
、戦
後
現
代
詩
の
最
初
の
方
向
変
換
を
告
げ
る
事
件
で
あ
っ

た
。
な
か
で
も
こ
の 

「
か
な
し
み
」
は
、
た
っ
た
六
行
と
い
う
短

い
詩
だ
が
、
戦
後
詩
へ
の
谷
川
俊
太
郎
の
登
場
を
決
定
づ
け
る
に

は
十
分
な
意
味
を
持
つ
、
名
高
い
作
品
で
あ
る
。

【
資
料
21
】
大
塚
常
樹
「
谷
川
俊
太
郎
」（『
展
望　

現
代
の
詩
歌
』

第
四
巻
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
七
年
八
月
）

谷
川
の
可
能
性
に
満
ち
た
爽
や
か
さ
は
、
谷
川
の
詩
の
世
界
が
、

自
己
肯
定
と
そ
れ
ゆ
え
に
世
界
を
愛
す
る
こ
と
を
基
調
と
し
て

も
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
敗
戦
に
よ
る
喪
失

感
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
重
苦
し
い
戦
後
詩
壇
に
、
こ
の
よ
う
に
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
軽
い
そ
し
て
可
能
に
満
ち
た
谷
川
の
出
現
が
、
如
何

に
衝
撃
的
で
あ
っ
た
か
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
資
料
22
】中
桐
雅
夫「
二
十
億
光
年
の
孤
独（
谷
川
俊
太
郎
）」（「
国

文
学　

解
釈
と
鑑
賞
」
一
九
六
六
年
一
月
号
）

本
誌
編
集
部
の
注
文
は
「
こ
の
詩
集
が
作
者
自
身
お
よ
び
当
時
の

詩
壇
に
与
え
た
影
響
、
さ
ら
に
は
日
本
文
学
の
詩
の
分
野
に
お
け

る
史
的
意
義
」
を
説
け
、
と
い
う
の
だ
が
、
こ
の
文
章
の
冒
頭
で

留
保
し
た
よ
う
に
、
私
に
は
、
こ
の
詩
集
が
そ
れ
ほ
ど
大
上
段
に

ふ
り
か
ぶ
る
べ
き
の
か
ど
う
か
、
判
断
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

現
在
の
段
階
で
、
私
が
推
す
詩
集
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ

「
愛
に
つ
い
て
」（
三
十
年
刊
）か
、そ
れ
以
後
の
詩
集
を
と
り
た
い
。

ま
た
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
が
当
時
の
詩
壇
に
影
響
を
与
え
た

と
も
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
詩
集
が
出
版
さ
れ
た
二
十
七
年
の
「
詩

学
」
八
月
号
で
、
高
橋
宗
近
が
書
評
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
の
は
、
当
時
の
詩
壇
の
一
般
的
な
受
取
り
方
を
よ
く
現
わ
し
て

い
る
と
思
う
。

【
資
料
23
】
野
村
喜
和
夫
・
城
戸
朱
理
・
藤
井
貞
和
「
討
議　

夢

み
ら
れ
た
「
ラ
ン
グ
」」（『
討
議
戦
後
詩
―
―
詩
の
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
へ
』
思
潮
社
、
一
九
九
七
年
一
月
）

野
村　
（
略
）
僕
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
五
〇
年
代
、
六
〇
年
代
の
谷

川
俊
太
郎
、
つ
ま
り
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
か
ら
『
旅
』
あ

た
り
ま
で
の
何
冊
か
の
青
年
期
の
作
品
で
す
が
、
そ
れ
を
わ
り

と
短
め
に
扱
っ
て
い
る
ん
で
す
。当
時
、『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』

や
『
六
十
二
の
ソ
ネ
ッ
ト
』
が
ど
れ
く
ら
い
の
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
っ
た
の
か
歴
史
的
に
知
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

い
ま
読
ん
で
み
て
ち
ょ
っ
と
イ
ン
パ
ク
ト
が
な
い
ん
で
す
ね
。
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■
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
構
成

　

昭
和
二
七
年
六
月
二
〇
日
発
行
。
Ａ
５
判
変
型
。
角
背
上
製

本
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
付
。
全
一
六
四
ペ
ー
ジ
。
定
価
一
八
〇
円
。
三

好
達
治
「
は
る
か
な
国
か
ら
―
―
序
に
か
へ
て
」、
詩
四
七
篇

（「
山
荘
だ
よ
り
」
１
〜
４
を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
詩
と
考
え
れ
ば

五
〇
篇
）、「
あ
と
が
き
」
よ
り
構
成
。「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
と
、

「
一
九
四
九
年
冬
か
ら
一
九
五
一
年
春
頃
ま
で
の
作
品
か
ら
選
ん

だ
」詩
篇
を
収
録
し
て
お
り
、「
配
列
は
ほ
ぼ
つ
く
つ
た
順
で
あ
る
」

（
た
だ
し
、
す
べ
て
の
作
品
が
制
作
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
）。

■
「
宇
宙
的
」
な
詩
集
と
し
て
の
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』

【
資
料
24
】
北
川
透
「
詩
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
か
―
―
谷
川
俊
太

郎
の
初
期
、
あ
る
い
は
資
質
の
世
界
」（『
谷
川
俊
太
郎
の
世
界
』

思
潮
社
、
二
〇
〇
五
年
四
月
）

　

わ
た
し
が
こ
の
懐
か
し
い
「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
の
歌
詞
か
ら
思
い

起
す
の
は
、
最
初
の
詩
集
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
で
す
。
こ
の

第
一
詩
集
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
九
五
二
年
で
し
た
。
こ
こ
に
は

一
九
四
九
年
（
十
八
歳
）
か
ら
一
九
五
一
年
（
二
十
歳
）
ま
で

の
、
谷
川
さ
ん
の
初
期
作
品
か
ら
選
ん
だ
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い

ま
す
。「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
の
歌
詞
が
書
か
れ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら

十
数
年
後
に
な
り
ま
す
が
、
最
初
の
詩
集
の
中
に
流
れ
て
い
る
、

あ
る
特
徴
と
通
い
合
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
一
口
で
言
う

と
、
孤
独
な
少
年
の
字
宙
的
感
覚
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
す
。
な

ぜ
、
孤
独
な
の
か
、
な
ぜ
、
字
宙
感
覚
な
の
か
。
こ
こ
に
は
谷
川

さ
ん
の
詩
が
ど
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
を
解
く
、
大
事
な
鍵
の
一

つ
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

【
資
料
25
】
同
右

　

字
宙
感
覚
を
明
瞭
な
形
で
映
し
出
し
て
い
る
作
品
は
、
詩
集

『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
で
は
「
祈
り
」「
か
な
し
み
」「
地
球
が

あ
ん
ま
り
荒
れ
る
日
に
は
」「
警
告
を
信
ず
る
う
た
」「
周
囲
」「
夜
」

「
は
る
」「
博
物
館
」「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」「
五
月
の
無
智
な
街

で
」「
埴
輪
」
な
ど
多
数
に
の
ほ
り
ま
す
。『
十
八
歳
』
で
は
「If 

I could......

」「
抱
負
」「
し
ず
か
な
譚
詩
」「
お
そ
れ
」な
ど
、「
二
十
億

光
年
の
孤
独　

拾
遺
」
で
は
「
常
に
」「
天
使
は
」
の
二
篇
だ
け

で
す
。
こ
れ
は
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
と
い
う
詩
集
の
編
み
方

の
な
か
に
、
字
宙
感
覚
の
作
品
を
選
ぶ
と
い
う
、
は
っ
き
り
し
た

自
覚
が
働
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
詩

集
の
題
名
の
選
択
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
当
時
、
編
集
段
階
で

そ
う
い
う
自
覚
が
可
能
に
な
る
た
め
に
は
、
制
作
過
程
の
な
か

で
、
次
第
に
宇
宙
が
強
烈
に
意
識
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が

あ
る
、と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
な
か
で
も
「
か
な
し
み
」
は
、

宇
宙
を
資
質
の
奥
深
く
に
抱
き
か
か
え
た
記
念
碑
的
な
作
品
で
し

た
。

＊
た
し
か
に
「
宇
宙
的
」。『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
所
収
の
「
か

な
し
み
」
も
、
ひ
と
こ
と
も
宇
宙
に
関
連
す
る
語
が
使
わ
れ
て

い
な
い
が
、
や
は
り
「
宇
宙
的
」。「
は
る
」
も
同
様
。

【
資
料
26
】
大
岡
信
「
か
な
し
み　

鑑
賞
」（『
日
本
名
詩
集
成
』

学
燈
社
、
一
九
九
六
年
一
一
月
）

自
分
は
あ
る
い
は
、
地
球
と
よ
ば
れ
る
こ
の
宇
宙
の
片
隅
の
渺
た

る
惑
星
へ
置
き
去
り
に
さ
れ
た
、
別
の
天
体
の
み
な
し
児
で
は
な

い
の
か
、
と
で
も
言
い
た
げ
な
孤
愁
が
、
こ
の
詩
全
体
を
覆
っ
て

い
る
「
か
な
し
み
」
の
源
泉
で
あ
る
。
少
年
に
あ
る
時
期
不
意
に

訪
れ
る
こ
と
の
あ
る
、
空
間
の
「
遠
さ
」
に
取
り
囲
ま
れ
た
孤
独

感
と
言
っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

＊
も
と
も
と
、「
文
学
界
」
一
九
五
〇
年
一
二
月
号
に
発
表
さ
れ

た
詩
篇（「
ネ
ロ
」「
地
球
が
あ
ん
ま
り
荒
れ
る
日
に
は
」「
演
奏
」

「
病
院
」「
博
物
館
」「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」）
の
ほ
と
ん
ど
が

「
宇
宙
的
」
だ
っ
た
。

【
資
料
27
】
北
川
透
「
詩
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
か
―
―
谷
川
俊
太

郎
の
初
期
、
あ
る
い
は
資
質
の
世
界
」

「
ネ
ロ
」
と
「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
は
、
宇
宙
感
覚
と
い
う
点

で
は
異
質
な
作
品
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
他
者
や
生
活
の
感
じ

ら
れ
な
い
孤
独
の
深
さ
を
表
現
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
し
て
い
る
こ
と

で
は
、
メ
ダ
ル
の
裏
表
の
よ
う
に
共
通
し
て
い
ま
す
。

＊
だ
が
、『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』と
い
う
詩
集
全
体
を
み
た
と
き
、

「
宇
宙
的
」
で
あ
る
印
象
が
薄
れ
て
し
ま
う
。
実
際
、
同
時
代

評
で
も
「
宇
宙
的
」
な
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
は
少
な
い
。

＊
で
は
、
ど
う
し
て
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
は
「
宇
宙
的
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
。

＊
仮
説

　

①
谷
川
自
身
の
発
言
の
影
響

　

②
大
岡
信
の
言
説
の
影
響

　

③
詩
集
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
表
題
作
の
イ
メ
ー
ジ
の
影
響

　

④
テ
キ
ス
ト
の
影
響

■
仮
説
①
②
に
つ
い
て

【
資
料
28
】
谷
川
俊
太
郎
「
詩
人
と
コ
ス
モ
ス
」（『
世
界
へ
！
』

弘
文
堂
、
一
九
五
九
年
一
〇
月
。
初
出
『
私
は
こ
う
し
て
詩
を
つ

く
る
』
一
九
五
五
年
八
月
）

　

な
ぜ
あ
な
た
は
詩
を
つ
く
る
か
、
と
い
う
問
は
、
詩
人
、
楽
し

み
に
詩
を
つ
く
る
人
で
は
な
く
、
自
分
の
人
間
と
し
て
の
仕
事
と

し
て
詩
を
つ
く
る
こ
と
を
選
ん
だ
本
当
の
詩
人
に
と
っ
て
は
、
な

ぜ
あ
な
た
は
生
き
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
と
変
ら
な
い
と
ぼ
く

は
思
う
。（
中
略
）

　

つ
く
り
た
い
、と
い
う
気
持
は
、詩
人
の
情
熱
な
の
だ
。そ
し
て
、

つ
く
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、と
い
う
気
持
は
、詩
人
の
広
い
意
味
で
い
っ

て
道モ
ラ
ル徳

で
あ
る
。
前
者
は
詩
人
の
宇コ
ス
ミ
ツ
ク

宙
的
な
生
命
の
あ
ら
わ
れ
で

あ
り
、
後
者
は
詩
人
の
社ソ
シ
ア
ル

会
的
な
人
間
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
考

え
て
い
い
と
ぼ
く
は
思
う
。
一
つ
の
詩
は
、
作
者
の
意
識
的
で
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
つ
く
り
た
い
、
に
出
発
し
て
、
つ
く
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
、
を
通
っ
て
感
性
へ
と
導
か
れ
る
も
の
だ
と
ぼ
く
は

考
え
る
。

【
資
料
29
】
谷
川
俊
太
郎
「
世
界
へ
！
」（『
世
界
へ
！
』。
初
出
「
ユ

リ
イ
カ
」
一
九
五
六
年
一
〇
月
）

　

科
学
者
た
ち
が
新
し
い
宇
宙
船
を
世
界
に
向
け
て
出
発
さ
せ
る

時
、
詩
人
は
新
し
い
言
葉
を
世
界
に
向
け
て
出
発
さ
せ
る
。
宇
宙

の
沈
黙
の
中
で
、
そ
れ
ら
は
同
じ
ひ
と
つ
の
武
器
、
人
間
を
生
き

続
け
さ
せ
る
た
め
の
武
器
な
の
だ
。

【
資
料
30
】
大
岡
信
「
解
説
」（『
空
の
青
さ
を
み
つ
め
て
い
る
と　

谷
川
俊
太
郎
詩
集
１
』
角
川
文
庫
、
一
九
九
三
年
一
月
改
版
。
初

版
一
九
六
八
年
一
二
月
）

　

谷
川
の
詩
に
も
感
傷
性
が
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、『
二
十
億

光
年
の
孤
独
』
の
中
の
、
短
い
が
い
つ
ま
で
も
記
憶
に
の
こ
る
佳
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品
「
か
な
し
み
」
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
傷
は
（
中
略
）

い
わ
ば
、
自
分
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
地
球
と
い
う
小
さ
な
惑
星

へ
置
き
去
り
に
さ
れ
た
別
の
天
体
の
み
な
し
児
で
は
な
い
の
か
、

と
い
う
よ
う
な
、
少
年
に
あ
る
時
期
訪
れ
る
あ
の
ふ
し
ぎ
な
遠
さ

に
み
ち
た
孤
独
感
と
い
っ
た
も
の
に
ち
か
い
。（
中
略
）「
孤
独
」

と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
身
近
な
人
間
同
士
の
あ
い
だ
で
生
じ
る
苦

悩
、
迷
い
、
悔
恨
、
愛
へ
の
渇
き
に
み
ち
た
孤
独
で
は
な
い
。
宇

宙
の
広
漠
た
る
ひ
ろ
が
り
の
中
に
浮
か
ん
で
い
る
地
球
と
い
う
天

体
、
そ
の
上
で
愛
し
あ
っ
た
り
戦
争
し
た
り
し
て
、
石
器
時
代
か

ら
今
に
い
た
る
ま
で
、
と
に
か
く
繁
殖
を
つ
づ
け
て
き
た
人
類
と

い
う
種
の
、
時
あ
っ
て
ふ
と
気
づ
く
、
種
全
体
と
し
て
の
孤
独
と

い
う
よ
う
な
も
の
、
そ
れ
が
谷
川
の
初
期
の
詩
の
根
本
的
な
モ

チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
二
十
億
光
年
の
孤
独
と
い
う
言
葉
の

意
味
も
、
単
に
少
年
期
か
ら
青
年
期
に
う
つ
り
つ
つ
あ
る
谷
川
俊

太
郎
個
人
の
孤
独
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
む
し
ろ
地
球
人

な
る
も
の
が
、
こ
の
二
十
億
光
年
の
ひ
ろ
が
り
を
も
つ
大
宇
宙
の

片
隅
で
、
時
お
り
感
じ
と
る
、
人
類
的
な
孤
独
感
を
さ
し
て
い
る

だ
ろ
う
。

【
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藤
本
寿
彦
「
谷
川
俊
太
郎
論
―
―
詩
集
『
二
十
億
光

年
の
孤
独
』
に
組
み
込
ま
れ
た
初
期
詩
篇
の
世
界
―
―
」（「
総
合

研
究
所
所
報
」
二
〇
〇
七
年
三
月
）

　

今
日
の
現
代
詩
研
究
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
概
ね
、
大
岡
ら
が

構
築
し
た
枠
組
に
依
拠
し
て
き
た
。
そ
の
枠
組
と
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　

引
用
文
は『
谷
川
俊
太
郎
詩
集
』に
掲
載
さ
れ
た
大
岡
信
の「
解

説
」
で
あ
る
。

　

こ
の
中
で
、
大
岡
は
「
一
九
五
〇
年
代
の
詩
人
た
ち
の
特
質
」

と
い
う
章
を
立
て
て
、
谷
川
や
自
分
の
世
代
に
つ
い
て
言
及
し
て

い
る
。「
こ
の
時
代
の
一
群
の
詩
人
た
ち
は
、感
受
性
そ
の
も
の
を
、

手
段
で
あ
る
と
同
時
に
目
的
と
す
る
詩
、
言
い
か
え
る
と
、
言
葉

の
世
界
へ
の
一
層
深
い
潜
入
と
い
う
こ
と
が
詩
の
目
的
そ
の
も
の

で
あ
り
う
る
こ
と
を
、
彼
ら
の
詩
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
語
っ
て
い

る
よ
う
な
、
そ
ん
な
詩
を
書
き
つ
づ
け
て
き
た
」
と
―
―
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
登
場
し
た
谷
川
の
詩
的
世
界
や
詩
法
に

言
及
し
た
「
字
宙
」
と
「
感
受
性
」
が
、
批
判
や
検
討
を
経
る
こ

と
な
く
今
日
も
流
通
し
て
い
る
。

＊
大
岡
の
谷
川
観
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
い
つ
？
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飯
島
耕
一
・
高
橋
宗
近
・
谷
川
俊
太
郎
・
大
岡
信
・

中
村
稔
・
川
崎
洋
・
山
本
太
郎
・
嵯
峨
信
之
・
木
原
孝
一
「
二
十

代
の
発
言
―
―
座
談
会
―
―
」（「
詩
学
」
一
九
五
四
年
一
月
）

谷
川　
（
略
）
今
飯
島
さ
ん
が
自
分
た
ち
は
モ
ラ
ル
を
背
負
つ
て

い
る
と
お
つ
し
や
つ
た
け
れ
ど
も
、
ぼ
く
も
や
は
り
モ
ラ
ル
を

背
負
つ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
の
違
い
と
い
う
も
の
は
何
か
方
法

だ
け
が
違
う
と
い
う
感
じ
が
す
る
の
で
す
が
。

飯
島　

ぼ
く
の
場
合
は
想
像
力
の
訓
練
で
書
い
て
い
る
よ
う
な
詩

が
一
番
い
や
な
ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
今
考
え
て
い
る

の
は
一
つ
の
言
葉
に
社
会
的
な
意
味
の
広
が
り
を
与
え
よ
う
と

い
う
こ
と
を
ね
ら
つ
て
い
る
わ
け
で
す
。

谷
川　

ぼ
く
の
モ
ラ
ル
と
い
う
の
は
社
会
的
と
い
う
の
で
は
な
い

の
で
す
ね
。
も
つ
と
自
分
で
は
宇
宙
的
な
も
の
と
い
う
感
じ
が

す
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
言
う
と
ち
ょ
つ
と
俗
つ
ぽ
く
な

り
ま
す
が
、
人
間
に
対
す
る
自
分
の
位
置
よ
り
も
宇
宙
に
対
す

る
自
分
の
位
置
、
そ
う
い
う
意
味
の
モ
ラ
ル
で
、
対
社
会
的
に

モ
ラ
ル
を
考
え
て
い
る
人
た
ち
に
は
ぼ
く
の
詩
に
は
モ
ラ
ル
が

な
い
よ
う
に
見
え
る
こ
と
も
ず
い
ん
あ
る
の
じ
や
な
い
か
と
思

う
の
で
す
。（
中
略
）

中
村　

宇
宙
的
に
モ
ラ
ル
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
ぼ
く
に
は
理

解
で
き
な
い
の
で
す
が
。

大
岡　

感
覚
的
な
ん
じ
や
な
い
か
な
、
そ
の
点
。

【
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同
右

谷
川　
（
略
）
ぼ
く
の
場
合
非
常
に
痛
切
に
ど
う
生
き
る
か
と
い

う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
ぼ
く
は
何
か
徹
底
的
に
疑
つ
て
い
る
よ

う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
自
分
の
生
き
て
い
る
社

会
も
疑
つ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
し
、
地
球
な
ん
か
も
疑
つ
て

い
る
。
結
局
自
分
は
ど
う
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
の
基
盤
を
ど

こ
に
置
く
か
と
い
う
こ
と
が
い
つ
で
も
宇
宙
的
な
広
が
り
を
持

つ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
す
。
だ
か
ら
地
球
な
ん
て
い

う
も
の
も
何
億
年
、何
千
億
年
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、

い
つ
か
は
滅
び
る
も
の
で
あ
る
と
か
、
ぼ
く
ら
は
人
間
に
な
つ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
非
常
に
遠
い
昔
に
は
生
物
で
は
な
く
非
生

物
か
ら
進
化
し
て
き
た
も
の
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
、
そ
う
い

う
こ
と
自
身
が
今
お
茶
を
飲
ん
で
い
る
と
か
、
隣
り
の
人
が
病

気
で
死
に
か
か
つ
て
い
る
と
か
、
戦
争
が
あ
る
と
か
い
う
こ
と

と
同
じ
強
さ
で
ぼ
く
に
は
問
題
に
な
る
わ
け
で
す
。（
中
略
）

川
崎　

こ
の
間
私
が
谷
川
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
手
紙
に
、
メ
タ

フ
ィ
ジ
ッ
ク
な
も
の
に
対
す
る
野
心
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
と
こ
れ
は
ど
ん
な
関
係
に
な
る
わ
け
で
す

か
。

谷
川　

み
ん
な
が
ぼ
く
の
こ
と
を
抒
情
的
だ
と
言
う
の
に
対
し
て

不
満
に
思
う
の
で
す
。
ぼ
く
は
ど
う
生
き
る
か
と
い
う
こ
と
を

い
つ
で
考
え
て
い
る
こ
と
が
そ
れ
だ
け
で
自
分
に
は
メ
タ
フ
ィ

ジ
ッ
ク
だ
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の
が
ま
だ

抒
情
的
だ
と
受
取
ら
れ
る
の
は
ぼ
く
の
方
法
の
ま
ず
さ
と
か
、

そ
う
い
う
こ
と
に
あ
る
の
じ
や
な
い
か
と
思
つ
て
、
そ
う
い
う

こ
と
は
矯
正
し
た
い
と
思
つ
た
の
で
け
れ
ど
も
ね
。（
中
略
）

大
岡　

今
、
抒
情
的
で
あ
る
と
い
う
の
は
不
満
だ
と
言
わ
れ
た
の

で
す
が
、
や
は
り
そ
う
い
う
ふ
う
に
宇
宙
的
な
も
の
も
隣
り
の

人
の
事
件
も
同
質
に
見
え
る
と
い
う
の
は
、
メ
タ
フ
ィ
ジ
ッ
ク

で
は
な
く
抒
情
的
だ
と
思
う
の
で
す
よ
。
だ
か
ら
そ
れ
を
問
題

に
す
る
な
ら
や
は
り
そ
こ
に
非
常
に
大
き
な
シ
ス
テ
ム
み
た
い

な
も
の
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）
言
い
か
え

れ
ば
遠
い
も
の
を
遠
く
見
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け

で
す
ね
。つ
ま
り
遠
い
も
の
も
近
く
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

遠
く
見
え
る
も
の
と
近
く
に
見
え
る
も
の
と
の
質
の
差
を
認
め

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
だ
か
ら
ま
た
非
常

に
歌
に
近
い
の
じ
や
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
メ
タ

フ
ィ
ジ
ッ
ク
と
は
非
常
に
対
立
し
て
い
る
の
じ
や
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

■
仮
説
③
④
に
つ
い
て

＊
詩
集
か
ら
選
集
な
ど
へ
の
採
録
作
品
数
が
少
な
く
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
、「
宇
宙
的
」
な
作
品
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
る
？

＊
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
中
、
宇
宙
関
連
語
が
使
わ
れ
て
い
る

詩
の
割
合
。
五
〇
篇
中
、
二
三
篇
。
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
。「
か



8

な
し
み
」「
は
る
」
を
加
え
る
と
二
五
篇
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
。

■
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
や
選
集
へ
の
採
用
詩
篇
（
★
は
宇
宙
関
連
語
を

含
む
も
の
、
☆
は
「
か
な
し
み
」「
は
る
」）

▽
『
戦
後
詩
人
全
集
』
第
一
巻
（
書
肆
ユ
リ
イ
カ
、
一
九
五
四
年

九
月
）　

17
篇
／
★
９
篇
☆
１
篇

「
生
長
」「
☆
か
な
し
み
」「
一
本
の
こ
う
も
り
傘
」「
灰
色
の
舞
台
」

「
★
博
物
館
」「
★
二
十
億
光
年
の
孤
独
」「
梅
雨
」「
ネ
ロ
」「
★

演
奏
」「
メ
ス
」「
★
暗
い
翼
」「
★
山
荘
だ
よ
り
１
」「
山
荘
だ

よ
り
２
」「
★
山
荘
だ
よ
り
３
」「
★
山
荘
だ
よ
り
４
」「
★
埴
輸
」

「
★
初
夏
」

▽
『
空
の
青
さ
を
み
つ
め
て
い
る
と　

谷
川
俊
太
郎
詩
集
１
』（
角

川
文
庫
、一
九
九
三
年
一
月
改
版
。
初
版
一
九
六
八
年
一
二
月
）　

20
篇
／
★
11
篇
☆
２
篇

「
生
長
」「
★
運
命
に
つ
い
て
」「
絵
」「
春
」「
★
祈
り
」「
☆
か

な
し
み
」「
★
西
暦
一
九
五
〇
年　

三
月
」「
郷
愁
」「
宿
題
」「
★

周
囲
」「
☆
は
る
」「
★
博
物
館
」「
★
二
十
億
光
年
の
孤
独
」「
★

五
月
の
無
智
な
街
で
」「
梅
雨
」「
ネ
ロ
」「
★
暗
い
翼
」「
★
山

荘
だ
よ
り　

３
」「
★
埴
輪
」「
★
初
夏
」

▽『
続
続
・
谷
川
俊
太
郎
詩
集
』（
現
代
詩
文
庫
、一
九
九
七
年
七
月
）　

12
篇
／
★
６
篇
☆
１
篇

「
生
長
」「
★
わ
た
く
し
は
」「
★
霧
雨
」「
☆
か
な
し
み
」「
★

地
球
が
あ
ん
ま
り
荒
れ
る
日
に
は
」「
電
車
で
の
素
朴
な
演
説
」

「
郷
愁
」「
★
夜
」「
和
音
」「
灰
色
の
舞
台
」「
★
二
十
億
光
年

の
孤
独
」「
★
そ
れ
ら
は
す
べ
て
僕
の
病
気
か
も
し
れ
な
い
」

▽
『
谷
川
俊
太
郎
詩
集
』（
ハ
ル
キ
文
庫
、
一
九
九
八
年
六
月
）　

４
篇
／
★
１
篇
☆
２
篇

「
☆
か
な
し
み
」「
☆
は
る
」「
★
二
十
億
光
年
の
孤
独
」「
ネ
ロ
」

▽
『
谷
川
俊
太
郎
詩
選
集
』
１
（
集
英
社
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
六

月
）　

８
篇
／
★
４
篇
☆
２
篇

「
春
」「
☆
か
な
し
み
」「
☆
は
る
」「
★
博
物
館
」「
★
二
十
億

光
年
の
孤
独
」「
ネ
ロ
」「
★
暗
い
翼
」「
★
埴
輪
」

▽
『
自
選　

谷
川
俊
太
郎
詩
集
』（
岩
波
文
庫
、二
〇
一
三
年
一
月
）　

４
篇
／
★
２
篇
☆
１
篇

「
☆
か
な
し
み
」「
★
二
十
億
光
年
の
孤
独
」「
ネ
ロ
」「
★

一
九
五
一
年
一
月
」

＊
右
の
す
べ
て
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
「
か
な
し
み
」「
二
十
億

光
年
の
孤
独
」。『
続
続
・
谷
川
俊
太
郎
詩
集
』
に
は
「
ネ
ロ
」

非
収
録
。

＊
も
ち
ろ
ん
、
宇
宙
関
連
語
の
使
わ
れ
て
い
な
い
「
宇
宙
的
」
な

作
品
が
あ
る
よ
う
に
、
宇
宙
関
連
語
が
使
わ
れ
て
い
て
も
「
宇

宙
的
」
で
な
い
作
品
も
あ
り
、単
純
に
数
で
は
判
断
で
き
な
い
。

＊
ノ
ー
ト
で
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

■
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
拾
遺
詩
篇

▽
「
二
十
億
光
年
の
孤
独　

拾
遺
」（『
日
本
の
詩
集
17　

谷
川
俊

太
郎
詩
集
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
四
月
）

　

全
二
一
篇
収
録
。
こ
の
う
ち
、「（
想
う
人
と
動
く
人
に
つ

い
て
の
ノ
ー
ト
）」
は
ノ
ー
ト
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
詩
学
」

一
九
五
二
年
一
月
号
に
発
表
さ
れ
た
も
の
。

※
小
海
永
二
「
解
説
」（『
日
本
の
詩
集
17　

谷
川
俊
太
郎
詩
集
』）

　

少
年
谷
川
俊
太
郎
は
、こ
の
よ
う
な
詩
を
せ
っ
せ
と
書
い
て
は
、

ノ
ー
ト
に
き
ち
ん
と
清
書
し
（
そ
れ
ら
は
ノ
ー
ト
三
冊
分
に
な
っ

た
〉、
時
至
る
や
、
そ
の
中
か
ら
選
ん
で

0

0

0

詩
集
『
二
十
億
光
年
の

孤
独
』
を
編
ん
だ
の
だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
選
び
残
さ
れ
た
詩
は
ど
う
な
っ
た
か
。
本
詩
集
の

〈「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」
拾
遺
〉
に
収
め
ら
れ
て
い
る
詩
が
、
そ

の
お
り
選
び
残
さ
れ
た
中
か
ら
今
回
さ
ら
に
選
ば
れ
て
、
は
じ
め

て
読
者
の
前
に
差
し
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
諸
編
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
詩
は
、
谷
川
俊
太
郎
の
詩
を
、
特
に
そ
の
最
も
初
期
の
詩

を
愛
す
る
読
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
上
な
い
贈
り
物
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

▽
『
十
八
歳
』（
東
京
書
籍
、
一
九
九
三
年
四
月
）

　

沢
野
ひ
と
し
の
挿
画
と
と
も
に
、
全
六
三
篇
が
収
録
。
こ
の
う

ち
、「
夢
」
は
「
二
十
億
光
年
の
孤
独　

拾
遺
」
と
重
複
。
す
べ

て
の
詩
は
ノ
ー
ト
「
傲
慢
ナ
ル
略
歴
Ⅰ
」「
電
車
で
の
素
朴
な
演

説
Ⅱ
」
の
二
冊
か
ら
採
録
さ
れ
て
お
り
、「
無
題
」
か
ら
は
採
録

さ
れ
て
い
な
い
。

※
谷
川
俊
太
郎
「
あ
と
が
き
」

　

手
元
に
二
冊
の
う
す
っ
ぺ
ら
な
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
が
残
っ
て
い
ま

す
。
一
冊
は
「
傲
慢
ナ
ル
略
歴
」
と
題
さ
れ
、
も
う
一
冊
は
「
電

車
で
の
素
朴
な
演
説
」
と
題
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
冊
が
私
の

詩
へ
の
出
発
点
で
し
た
。（
中
略
）

　

そ
の
二
冊
の
ノ
ー
ト
の
中
か
ら
、『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』（
中

略
）
に
収
め
た
も
の
を
除
い
た
大
部
分
を
、
こ
の
詩
集
に
収
録
し

ま
し
た
。沢
野
ひ
と
し
さ
ん
が
絵
を
描
い
て
下
さ
ら
な
か
っ
た
ら
、

私
に
は
こ
れ
ら
の
作
品
を
人
目
に
さ
ら
す
勇
気
は
出
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
。

▽
伊
藤
眞
一
郎
・
橋
本
典
子
編
『［
翻
刻
］
谷
川
俊
太
郎
『
二
十
億

光
年
の
孤
独
』
に
関
わ
る
初
期
詩
篇
ノ
ー
ト
』（
安
田
女
子
大

学
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）

　

ノ
ー
ト
「
傲
慢
ナ
ル
略
歴
Ⅰ
」「
電
車
で
の
素
朴
な
演
説
Ⅱ
」

「
無
題
」
を
翻
刻
し
、
解
説
等
を
付
し
た
も
の
。「
傲
慢
ナ
ル
略
歴

Ⅰ
」
は
一
九
四
九
年
一
〇
月
一
二
日
〜
一
九
五
〇
年
三
月
四
日
制

作
の
詩
、
計
五
九
篇
を
収
録
。「
電
車
で
の
素
朴
な
演
説
Ⅱ
」
は

一
九
五
〇
年
三
月
六
日
〜
同
年
五
月
三
日
制
作
の
詩
、
計
五
四
篇

を
収
録
。「
無
題
」
は
一
九
五
〇
年
五
月
八
日
か
ら
一
九
五
二
年

二
月
二
三
日
制
作
の
詩
、
計
八
二
篇
を
収
録
。

※
伊
藤
眞
一
郎
・
橋
本
典
子
「
ま
え
が
き
」

『
詩
集 

二
十
億
光
年
の
孤
独
』
に
関
わ
る
初
期
詩
篇
ノ
ー
ト
に

つ
い
て
は
、谷
川
俊
太
郎
氏
自
身
が
、早
く
に
〝
二
冊
の
ノ
ー
ト
〟

と
い
う
呼
び
方
で
そ
の
存
在
を
明
か
し
、
ノ
ー
ト
自
体
も
そ
の
一

部
は
写
真
で
一
再
な
ら
ず
紹
介
さ
れ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
私

た
ち
は
長
年
文
字
通
り
に
〝
二
冊
の
ノ
ー
ト
〟
と
了
解
し
て
き
た

の
だ
が
、
今
回
の
提
供
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
実
際
に
は
三
冊
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。
三
冊
中
、
順
序
か
ら
す
れ
ば
三
冊
目
に
当
た

る
ノ
ー
ト
が
無
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
表
題
の
付
さ
れ
た
前
二
冊

に
即
し
て
〝
二
冊
の
ノ
ー
ト
〟
と
呼
ば
れ
て
い
た
か
と
も
推
さ
れ

る
が
、
こ
れ
は
小
さ
か
ら
ぬ
驚
き
で
あ
っ
た
。

■
ノ
ー
ト
に
つ
い
て

＊
ノ
ー
ト
三
冊
中
、
宇
宙
関
連
語
が
使
わ
れ
て
い
る
詩
の
割
合
。

一
九
七
篇
中
、
六
一
篇
。
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
。

＊
ノ
ー
ト
→
詩
集
→
選
集
類
、
と
「
宇
宙
」
的
な
作
品
の
割
合
が
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増
え
て
い
く
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』。

＊
ノ
ー
ト
か
ら
詩
集
へ
の
収
録
作
品
は
ど
の
よ
う
に
選
ば
れ
た

か
？

【
資
料
34
】
谷
川
俊
太
郎
・
四
元
康
祐
「『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』

か
ら
は
じ
め
て
」（「
現
代
詩
手
帖
」
二
〇
〇
七
年
八
月
号
）

四
元　
（
略
）『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
を
編
ま
れ
た
の
は
、
お
父

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
だ
い
ぶ
入
っ
て
る
ん
で
し
よ
う
か
。
○

と
か
×
と
か
書
い
て
戻
っ
て
き
た
ん
で
し
ょ
。

谷
川　

だ
い
ぶ
入
っ
て
る
と
思
い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
彼
、遠
慮
し
て
す
ご
く
薄
く（
ノ
ー

ト
に
）
書
い
て
ん
で
す
よ
ね
。
た
と
え
ば
「
停
留
所
」
は
二
重

丸
で
「
夜
の
雨
の
町
」
が
一
重
丸
で
―
―
（
中
略
）

四
元
「
な
ご
や
か
な
こ
こ
ろ
の
魅
力
に
／
ふ
と
ぼ
く
は
夏
を
思
っ

た
」。
こ
れ
は
不
要
と
。

谷
川　

こ
れ
徹
三
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て
、
削
っ
て
ま
す
ね
。

四
元　

聞
き
分
け
の
い
い
息
子
さ
ん
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

谷
川　

と
い
う
よ
り
、
彼
、
文
芸
時
評
を
や
っ
て
た
人
だ
か
ら
。

自
分
も
詩
を
書
い
て
た
し
。

四
元　

納
得
な
さ
っ
た
ん
だ
。
じ
ゃ
あ
二
重
丸
だ
け
採
っ
た
ん
で

す
か
。

谷
川　

い
や
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
な
い
（
笑
）。
そ
ん
な
に
彼
の

選
ん
だ
も
の
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
の
気
持
ち
と
、
そ
れ
か

ら
出
版
社
の
編
集
者
の
意
見
も
入
っ
て
た
か
も
し
れ
な
い
。

四
元　

三
好
達
治
さ
ん
の
ご
意
見
は
？

谷
川　

入
っ
て
ま
せ
ん
。
三
好
達
治
さ
ん
は
「
文
学
界
」
に
出
す

も
の
を
選
ん
で
く
れ
た
だ
け
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
を
一
番
最

初
に
出
し
て
く
れ
よ
う
と
し
た
の
は
雲
井
書
店
っ
て
い
う
出
版

社
で
、
そ
の
雲
井
さ
ん
と
は
ど
れ
を
入
れ
る
か
っ
て
話
し
合
っ

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
、
よ
く
覚
え
て
な
い
け
ど
。

【
資
料
35
】
谷
川
徹
三
「
息
子
俊
太
郎
を
語
る
」（「
現
代
詩
手
帖
」

10
月
臨
時
増
刊
「
谷
川
俊
太
郎
」
一
九
七
五
年
一
〇
月
）

谷
川　
（
略
）
近
所
に
淀
野
隆
三
の
家
が
あ
っ
て
そ
こ
へ
三
好
さ

ん
居
候
し
て
て
、
そ
れ
で
二
人
で
よ
く
や
っ
て
き
た
ん
で
す
。

そ
ん
な
関
係
で
、
三
好
さ
ん
に
一
つ
判
定
し
て
も
ら
お
う
と
、

原
稿
を
も
っ
て
い
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
な
か
か
ら
わ
た
し
が
い

い
と
思
う
も
の
を
、
そ
れ
で
も
何
十
か
選
ん
で
、
分
量
か
ら
言

う
と
全
体
の
半
分
く
ら
い
に
な
る
か
し
ら
、
そ
れ
を
持
っ
て

行
っ
た
。
三
好
さ
ん
は
丁
度
留
守
で
し
た
が
、
翌
朝
早
く
、
わ

た
し
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
て
、「
非
常
に
い
い
、
詩
っ
て
こ

う
い
う
も
ん
で
す
よ
」と
言
う
。
わ
た
し
も
少
し
安
心
し
て「
そ

れ
だ
っ
た
ら
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
ろ
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。（
中
略
）
そ
し
て
、
恐
ら
く
そ
の
年
に
三
好
さ
ん
が
、

「
文
学
界
」に
紹
介
し
く
れ
て
、そ
の
翌
々
年
く
ら
い
に『
二
十
億

光
年
の
孤
独
』
が
出
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

【
資
料
36
】「『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
に
関
わ
る
初
期
詩
篇
ノ
ー

ト
・
解
題
」（
伊
藤
眞
一
郎
・
橋
本
典
子
編
『［
翻
刻
］
谷
川
俊
太

郎
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
に
関
わ
る
初
期
詩
篇
ノ
ー
ト
』）

　

大
半
の
詩
篇
の
題
名
の
上
方
ま
た
は
右
肩
、
お
よ
び
右
罫
外
の

下
方
余
白
に
は
、
◎
・
○
・
≳
等
の
記
号
類
が
付
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
大
半
が
薄
く
書
き
込
ま
れ
て
い
て
、
著
者
に
よ
る
と
、

こ
の
記
入
者
は
、
父
徹
三
氏
と
著
者
自
身
の
も
の
だ
と
い
う
。

　

こ
の
記
号
類
を
見
て
い
く
と
、
記
号
類
が
薄
く
見
え
る
も
の
が

あ
る
。
そ
れ
ら
は
父
谷
川
徹
三
氏
が
付
し
た
も
の
を
、
著
者
が
一

度
消
し
ゴ
ム
で
消
し
た
か
ら
だ
と
い
う
。
ま
た
、
そ
の
薄
い
記
号

類
の
横
な
ど
に
は
、
濃
い
「
○
」
印
や
「
○
」
の
上
に
「
×
」
の

印
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
著
者
自
身
に
よ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
他
に
も
、
左
の
罫
外
に
は
「
歴
程
詩
集
」・「
詩
学
」
な

ど
の
書
き
込
み
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
著
者
自
身
の
も
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
を
雑
誌
に
投
稿
し
よ
う
と
思
い
記
し
た
と
い
う
こ
と
だ

が
、
詳
細
は
よ
く
覚
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

他
に
、
詩
篇
本
文
に
関
す
る
メ
モ
、
お
よ
び
感
想
類
な
ど
の
書

き
込
み
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
父
谷
川
徹
三
氏
の
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

■
詩
集
の
編
集
意
図

【
資
料
37
】
谷
川
俊
太
郎
・
四
元
康
祐
「『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』

か
ら
は
じ
め
て
」

四
元　
（
略
）『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
が
非
常
に
斬
新
だ
っ
た
の

は
、
声
の
あ
り
方
。
私
性
と
い
う
も
の
が
、
十
八
歳
の
少
年
が

書
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
見
事
に
払
拭
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
し
よ
う
。
等
身
大
の
「
私
」
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
と

い
う
印
象
を
も
ち
ま
し
た
。（
中
略
）『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』

と
同
時
期
に
並
行
し
て
書
か
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
に

は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
詩
が
、『
十
八
歳
』
と
い
う
詩
集
に
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
刊
行
さ
れ
る
ま
で
四
十
年
ほ
ど
ず
っ
と

封
印
さ
れ
て
い
た
。

谷
川　

封
印
で
も
な
い
ん
だ
け
ど
さ
（
笑
）。
こ
れ
は
ぼ
く
自
身

が
望
ん
だ
本
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
沢

野
ひ
と
し
が
、東
京
書
籍
に
持
ち
込
ん
で
、こ
れ
を
出
そ
う
よ
っ

て
。
ぼ
く
は
気
が
進
ま
な
か
っ
た
の
。
だ
っ
て
『
二
十
億
光
年

の
孤
独
』
の
と
き
落
と
し
た
ん
だ
か
ら
、
駄
作
だ
と
思
っ
て
る

わ
け
で
し
ょ
う
。

四
元　
『
十
八
歳
』
を
読
ん
で
ぼ
く
が
強
く
感
じ
る
の
は
、
出
来

が
い
い
悪
い
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
肉
声
で
書
か
れ
て
い
る
詩

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
等
身
大
の
谷
川
さ
ん
、
生
身
の
谷
川
さ

ん
が
こ
こ
に
は
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
そ
れ
を
二
十
歳
の
谷

川
さ
ん
は
、
生
理
的
な
判
断
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
見
事

に
抹
殺
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。

谷
川　

そ
れ
は
き
っ
と
生
理
的
な
判
断
で
す
ね
。
こ
の
詩
は
よ
く

な
い
と
思
っ
た
の
は
、
私
性
が
強
く
出
て
た
ん
で
し
よ
う
。
た

ぶ
ん
意
識
的
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
け
ど
、
き
っ
と
そ
の
頃
か

ら
私
性
を
出
し
ち
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
た
の
か
も
ね
。

＊
『
十
八
歳
』
に
谷
川
の
編
集
意
識
は
働
い
て
い
な
い
。『
二
十
億

光
年
の
孤
独
』
の
編
集
意
図
を
探
る
に
は
、『
十
八
歳
』
や
「
拾

遺
」
で
は
な
く
、
三
冊
の
ノ
ー
ト
と
の
比
較
の
な
か
で
考
え
る

こ
と
が
必
要
。

＊
ノ
ー
ト
へ
の
書
き
込
み
は
何
を
意
味
す
る
か
。
ノ
ー
ト
現
物
を

確
認
す
る
必
要
性
。

＊
詩
集
編
集
に
は
、
多
少
な
り
と
も
父
の
意
識
が
働
い
て
い
る
の

は
た
し
か
だ
ろ
う
。
父
に
よ
る
最
初
の
選
別
が
谷
川
に
与
え
た

影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
宮
沢
賢
治
の
研
究
者
で
も
あ
っ

た
谷
川
徹
三
。
ノ
ー
ト
「
電
車
で
の
素
朴
な
演
説
Ⅱ
」
の
最
終

ペ
ー
ジ
に
も
、
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」
の
一
節
が
描
か
れ
て

い
る
。
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＊
北
川
透
が
い
う
よ
う
に
、「『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
と
い
う
詩

集
の
編
み
方
の
な
か
に
、
字
宙
感
覚
の
作
品
を
選
ぶ
と
い
う
、

は
っ
き
り
し
た
自
覚
が
働
い
て
い
る
」
の
だ
と
す
れ
ば
、「
文

学
界
」
掲
載
の
際
の
三
好
達
治
の
選
が
影
響
し
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。

＊
谷
川
徹
三
や
三
好
達
治
の
眼
が
通
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
宇
宙
」

と
い
う
テ
ー
マ
が
発
見
さ
れ
た
可
能
性
。

■
詩
集
非
収
録
の
ノ
ー
ト
詩
篇

＊
「
傲
慢
ナ
ル
略
歴
Ⅰ
」
一
四
篇
／
全
五
九
篇
。「
電
車
で
の
素

朴
な
演
説
Ⅱ
」
四
篇
／
全
五
九
篇
。「
無
題
」
四
五
篇
／
全

八
二
篇
。

＊
い
ず
れ
に
も
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
詩
と
し
て
の
出
来
栄

え
の
問
題
？
（
ち
な
み
に
「
無
題
」
か
ら
『
十
八
歳
』
に
採
録

さ
れ
た
作
品
は
ひ
と
つ
も
な
い
。）

＊
ノ
ー
ト
と
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
の
異
同
。
大
き
な
異
同
は

ほ
と
ん
ど
な
し
。
大
き
な
も
の
は
以
下
の
三
点
。

①
「
郷
愁
」
の
副
題
「
グ
リ
ー
ク
・
ソ
ナ
タop.45

・
第
二
楽
章
」

が
詩
集
収
録
時
に
削
除
。

②
「
現
代
の
お
三
時
」
第
二
連
最
終
行
に
記
さ
れ
て
い
た
「（
肩

を
す
く
め
詩
を
急
ぐ
の
か
）」
と
い
う
一
行
が
詩
集
収
録
時

に
削
除
。

③
「
一
九
五
一
年
一
月
」
の
エ
ピ
グ
ラ
フ
「W

ar, n.  a 
contest betw

een states carried on by arm
s. 

(Cham
bers's 20th Century D

intionary)

」
が
詩
集
収
録

時
に
削
除
。

＊
③
に
つ
い
て
。
消
さ
れ
る
「
戦
争
」
の
痕
跡
。

＊
詩
集
非
収
録
詩
篇
に
「
戦
争
に
つ
い
て
―
―
ひ
と
つ
の
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
―
―
」
あ
り
。
制
作
日
付
一
九
五
〇
年
七
月
五
日
。

広
い

広
い

さ
び
し
い

砂
漠
の
頂
点
で

二
匹
の
真
白
い
蝶
が

二
匹
の
弱
弱
し
い
蝶
が

傷
つ
き
な
が
ら
闘
っ
て
い
た

広
い

広
い

茶
色
の

砂
漠
の
上
に

そ
の
時
緑
は
な
か
っ
た

も
う
青
空
も
な
か
っ
た

た
だ
闘
っ
て
い
る
二
匹
の
蝶
の
後
に

ひ
と
つ
の
あ
を
ざ
め
た　

能
面
が
歪
ん
で
い
る
の
を
僕
は
み
た

二
匹
の
蝶
は
や
が
て
汚
れ

い
つ
か
風
に
吹
き
散
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た

だ
が

広
い

広
い

さ
び
し
い

砂
漠
の
頂
点
に

あ
を
ざ
め
た
能
面
が

な
ほ　

た
だ
ひ
と
つ
残
っ
て
い
る
の
を
僕
は
知
っ
て
い
る
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＊
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
。

＊
詩
集
非
収
録
詩
篇
「
碑
銘
」（
制
作
日
付
一
九
五
一
年
六
月
）。

骨
は
白
い

骨
は
簡
素
だ

ま
る
で
あ
の
大
き
な
法
則
の
よ
う
に

そ
し
て　

そ
の
法
則
を
求
め
る
心
の
よ
う
に

死
ん
だ
人
人
は
今
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う

華
や
か
な
宮
廷
の
音
楽
に
送
ら
れ

或
は
ひ
と
り
の
嗚
咽
や
激
し
い
銃
声
に
送
ら
れ

し
か
し　

同
じ
よ
う
に
去
っ
て
い
っ
た
人
人
は

ひ
と
つ
の
夢
か
ら
他
の
夢
へ
と
人
人
は
去
っ
て
ゆ
く

そ
し
て　

ひ
と
と
き
の
碑
を
人
人
は
残
す

誰
か
の
意
志
の
図
案
の
よ
う
な
あ
の
揃
い
の
碑
を

あ
の
白
い
簡
素
な
制
服
の
よ
う
な
碑
を

は
て
な
い
初
夏
の
空
の
下
で

僕
は
今
日
も
碑
銘
を
探
す

そ
れ
ら
の
不
思
議
な
表
情
の
上
に

一
体
ど
ん
な
言
葉
が
正
し
い
の
だ
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6-

【
資
料
38
】
藤
本
寿
彦
「
谷
川
俊
太
郎
論
―
―
詩
集
『
二
十
億
光

年
の
孤
独
』
に
組
み
込
ま
れ
た
初
期
詩
篇
の
世
界
―
―
」

　

谷
川
が
戦
争
体
験
と
無
縁
の
表
現
者
で
あ
る
と
い
う
の
が
常
識

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
っ

た
の
か
。
そ
の
常
識
は
昭
和
二
十
七
年
刊
行
の
『
二
十
億
光
年
の

孤
独
』
の
読
解
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
詩
集
の

コ
ン
セ
プ
ト
自
体
が
当
代
に
お
け
る
谷
川
の
セ
ル
フ
イ
メ
ー
ジ
戦

略
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。（
中
略
）

　

こ
の
詩
的
世
界
の
語
り
手
「
僕
」
は
、
十
五
年
戦
争
で
戦
没
し

た
兵
士
達
の
墓
が
林
立
す
る
中
を
さ
迷
っ
て
い
る
。そ
の
時
、「
僕
」

は
直
感
的
に
初
夏
の
日
差
し
に
輝
く
墓
を
、
兵
士
の
身
体
と
し
て

読
み
解
く
の
だ
。（
中
略
）

こ
の
世
界
の
枠
組
は
訪
れ
た
墓
地
に
対
す
る
「
僕
」
の
読
み
取
り

に
外
な
ら
な
い
。
兵
士
の
死
は
生
前
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
死
後

に
お
い
て
も
、「
大
き
な
法
則
」
の
美
に
よ
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
、「
法
則
」
を
自
分
と
関
わ
ら
ぬ
外
在
律

と
し
て
視
覚
化
し
得
る
位
置
に
「
僕
」
は
存
在
し
て
い
る
の
だ
。

こ
の
位
置
か
ら
、
兵
士
個
々
へ
と
想
像
を
巡
ら
せ
、「
宮
廷
の
音

楽
に
送
ら
れ
／
ひ
と
り
の
嗚
咽
や
激
し
い
銃
声
に
送
ら
れ
」
て
死

ん
で
い
っ
た
こ
と
を
思
い
描
く
の
だ
が
、
こ
こ
で
コ
ン
テ
ク
ス
ト

は
逆
の
べ
ク
ト
ル
を
辿
る
。「
し
か
し　

同
じ
よ
う
に
」
と
―
―
。
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こ
う
し
て
「
僕
」
は
国
家
が
市
民
に
仕
掛
け
た
死
を
巡
る
共
同
幻

想
を
摑
み
出
す
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
白
骨
と
し
て
露
出
し
て
い

る
共
同
幻
想
に
「
不
思
議
な
表
情
」
を
読
み
取
り
つ
つ
、
こ
れ
に

刻
む
べ
き
「
言
葉
が
正
し
い
」「
碑
銘
」
を
探
求
す
る
、
と
い
う

の
だ
。

　

谷
川
が
詩
人
た
り
得
る
資
格
を
有
し
て
い
る
の
は
、
戦
争
体
験

を
正
し
く
言
語
の
問
題
と
し
て
設
定
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
よ

う
。

＊
し
か
し
ノ
ー
ト
の
語
り
手
に
と
っ
て
、
戦
争
は
「
お
伽
話
」
で

し
か
な
い
。「
ま
た　

や
が
て　

当
然
の
よ
う
に　

ゆ
っ
く
り

し
た
戦
争
が
あ
っ
た
。
白
い
墓
が
い
つ
の
ま
に
か
増
え
て
い
っ

た
」（「
町
〈
お
伽
話　

６
〉」）、「
裏
通
り
で
は
り
ん
ご
の
よ
う

に
雄
弁
家
が
戦
争
を
語
っ
て
い
た
。
や
が
て
奇
妙
な
沈
黙
が
彼

を
も
殺
し
た
」（「
都
市
〈
お
伽
話　

７
〉」）。

＊
「
戦
争
体
験
を
正
し
く
言
語
の
問
題
と
し
て
設
定
し
た
」
と
捉

え
る
か
、
そ
れ
と
も
戦
争
を
言
語
の
問
題
と
し
て
し
か
設
定
し

え
な
か
っ
た
と
考
え
る
か
。
お
そ
ら
く
両
方
。

【
資
料
39
】
谷
川
俊
太
郎
「
十
代
の
ノ
ー
ト
か
ら
」（『
Ｏ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
』

集
英
社
文
庫
、
一
九
九
六
年
一
月
）

M
arch.28.

　

表
面
的
に
戦
争
否
定
を
う
た
っ
て
い
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
。

June.12.

　

僕
に
と
っ
て
結
局
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
僕
が
生
き
る
た
め
に

生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
僕
が
生
き
て
い
る
。
し
か
も
僕
だ

け
が
生
き
て
い
る
。
他
の
誰
と
も
一
緒
に
で
は
な
い
。
そ
し
て
僕

は
生
き
る
た
め
に
生
き
て
い
る
。
僕
の
勉
強
、
僕
の
詩
、
僕
の
実

行
、
す
べ
て
僕
が
生
き
る
と
い
う
こ
と
を
終
局
の
目
的
と
す
べ
き

で
あ
る
。
し
か
も
僕
は
正
し
く
生
き
ね
ば
な
ら
な
い
。（
中
略
）

　

あ
る
も
の
は
国
や
人
種
で
は
な
い
。
あ
る
も
の
は
人
間
と
土
地

で
あ
る
。

　

我
々
の
う
し
ろ
に
絶
え
ず
地
球
を
そ
し
て
全
人
類
を
意
識
し
て

生
き
る
こ
と
。
あ
る
場
合
に
は
宇
宙
を
意
識
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

郷
土
愛
は
認
め
る
け
れ
ど
も
愛
国
心
は
も
う
認
め
た
く
な
い
。
人

類
愛
、
地
球
に
対
す
る
愛
が
そ
れ
に
代
る
べ
き
だ
。

＊
一
九
五
〇
年
の
記
述
。

【
資
料
40
】
北
川
透
「
詩
は
ど
こ
か
ら
始
ま
る
か
―
―
谷
川
俊
太

郎
の
初
期
、
あ
る
い
は
資
質
の
世
界
」

『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
や
『
十
八
歳
』
に
収
め
ら
れ
た
詩
篇
が

書
か
れ
た
一
九
四
九
年
か
ら
五
一
年
ま
で
の
時
期
は
、
ま
だ
、
太

平
洋
戦
争
の
記
憶
も
生
々
し
く
、
戦
後
の
社
会
的
混
乱
も
収
ま
っ

て
い
な
い
時
期
で
す
。
一
九
五
〇
年
六
月
に
起
こ
っ
た
朝
鮮
戦
争

も
ほ
ば
三
年
間
続
き
ま
す
。
人
々
は
飢
餓
や
死
の
体
験
、
第
三
次

世
界
大
戦
の
予
感
の
な
か
で
、
階
級
と
か
革
命
と
か
民
族
独
立
と

か
の
重
苦
し
い
政
治
や
思
想
の
こ
と
ば
に
支
配
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
そ
う
し
た
現
実
に
根
底
を
も
た
な
い
よ
う
な
明
る

く
、
軽
い
ひ
び
き
を
感
じ
さ
せ
る
、
あ
の
〈
ネ
リ
リ
、
キ
ル
ル
、

ハ
ラ
ラ
〉
の
火
星
語
（「
二
十
億
光
年
の
孤
独
」）
や
、《
メ
ゾ
ン

ラ
フ
ィ
ッ
ト
の
夏
／
淀
の
夏
／
ウ
イ
リ
ア
ム
ス
バ
ー
グ
橋
の
夏
／

オ
ラ
ン
の
夏
》（「
ネ
ロ
」）
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
谷
川
さ
ん
の
詩

の
こ
と
ば
が
出
て
き
た
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
ば
の
ひ
び
き

が
新
鮮
だ
っ
た
の
は
、
体
験
だ
と
か
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
か
思
想

と
か
の
戦
後
詩
の
枠
組
み
や
意
味
を
無
化
す
る
よ
う
な
働
き
を
、

そ
れ
が
し
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で

の
詩
の
歴
史
や
戦
後
詩
の
シ
ー
ン
に
、
こ
う
し
た
透
明
な
字
宙
感

覚
や
乾
い
た
季
節
感
の
浸
透
し
た
こ
と
ば
が
登
場
す
る
こ
と
も
な

か
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
が
戦
後
詩
の
読
者
を
越
え
た
、
あ
る
い
は

そ
れ
と
は
別
の
広
い
読
者
に
、
谷
川
さ
ん
が
支
持
さ
れ
た
理
由
で

し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
戦
後
の
現
代
詩
の
中
で
の
谷
川
さ
ん

の
孤
立
を
意
味
し
ま
し
た
。
戦
争
体
験
や
戦
後
社
会
と
の
格
闘
の

な
か
に
こ
そ
、
戦
後
詩
は
表
現
の
根
拠
を
見
出
し
て
い
た
か
ら
で

す
。

【
資
料
41
】
小
海
永
二
「
解
説
」（『
日
本
の
詩
集
17　

谷
川
俊
太

郎
詩
集
』）

『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
が
出
版
さ
れ
た
昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）
と
い
う
年
は
、
年
譜
を
繰
っ
て
み
れ
ば
わ
か
る
よ

う
に
、
朝
鮮
半
島
に
ま
だ
戦
乱
が
続
き
、
国
内
で
は
、
破
壊
活
動

防
止
法
案
が
国
会
に
上
程
さ
れ
て
大
き
な
政
治
的
争
点
と
な
り
、

今
日
ま
で
長
期
裁
判
の
続
い
て
い
る
血
の
メ
ー
デ
ー
事
件
が
起

こ
っ
た
り
し
た
年
で
あ
る
。
こ
の
年
の
七
月
に
は
、
東
京
の
新
宿

駅
前
で
二
千
人
の
デ
モ
隊
と
警
官
隊
と
が
衝
突
し
て
、
は
じ
め
て

火
炎
び
ん
と
催
涙
弾
と
の
応
酬
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
詩
壇
的
に

言
う
と
、
こ
の
年
は
、
当
時
詩
壇
の
主
流
を
な
し
て
い
た
『
荒
地
』

グ
ル
ー
プ
に
対
抗
し
て
、
左
翼
系
の
詩
人
た
ち
が
大
同
団
結
を
図

り
、
詩
誌
『
列
島
』
を
創
刊
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
当
時
の
詩
壇
の
詩
は
、
不
安
と
激
動
の
時
代
を
反
映
し
て
総
じ

て
暗
く
、『
荒
地
』
の
詩
に
せ
よ
、『
列
島
』
の
詩
に
せ
よ
、
と
も

に
重
苦
し
い
苦
悩
の
色
調
を
帯
び
て
い
た
。

　

谷
川
俊
太
郎
の
『
二
十
億
光
年
の
孤
独
』
が
現
わ
れ
た
の
は
そ

の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
て
、
小
気
味
よ
い
ま
で
に
社
会
の
現
実

か
ら
す
っ
ぱ
り
と
切
れ
、
当
時
の
多
く
の
詩
と
ま
っ
た
く
異
質

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
か
え
っ
て
さ
わ
や
か
な
印
象
を
与
え
た
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
鬱
屈
し
き
っ
た
気
圧
の
中
に
新
鮮
な
涼
風
を

吹
き
込
む
一
つ
の
詩
的
事
件
で
あ
っ
た
。

＊
右
の
ふ
た
つ
の
指
摘
は
そ
の
通
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。た
だ
、

も
っ
と
広
く
当
時
の
詩
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
一
九
五
三
年
、
総
合
誌
の
相
次
ぐ
現

代
詩
特
集
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
ろ
「
詩
は
難
解
だ
」
と
い
う
こ

と
が
し
き
り
に
い
わ
れ
る
。
詩
だ
け
に
収
ま
ら
な
い
そ
の
後
の

谷
川
の
活
動
を
考
え
る
と
、
同
時
代
の
詩
と
の
関
係
ば
か
り
で

な
く
、
い
わ
ゆ
る
文
壇
や
世
間
と
の
関
わ
り
も
考
慮
し
て
谷
川

の
詩
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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【資料Ａ】『二十億光年の孤独』詩集本文・ノート本文　用例
※ノートＡ＝「傲慢ナル略歴Ⅰ」、ノートＢ＝「電車での素朴な演説Ⅱ」、ノートＣ＝「無題」
※詩集番号の数字は『二十億光年の孤独』の収録順序、×は「拾遺」『十八歳』いずれにも非収録。

ノート番号 詩集番号 タイトル 宇宙 火星 地球 太陽 月 星 光年 その他 宇宙語 戦争 原子 水爆 兵 銃 その他
A01 まなび
A02 雲
A03 ある世界 地球 ○
A04 日日
A05 朝 太陽 ○
A06 路傍夕暮
A07 雲 月 星 ○
A08 × 灯ともし頃
A09 橋
A10 今日のこころは
A11 午後おそく
A12 天の断片
A13 秋
A14 傲慢ナル略歴
A15 × 訪問 太陽 ○
A16 If I coud… 宇宙 火星 地球 ○
A17 × ユメ 地球 ○ 戦争
A18 × エピソード
A19 雪はつめたかない 太陽 ○
A20 × くっしょんをもとむ
A21 かってもっていた
A22 声
A23 あたたかき室内
A24 幻想即興
A25 × 現象
A26 × あきらめ
A27 わたしのキネマ
A28 演技
A29 神経
A30 × たりないもの
A31 ◎06 絵
A32 よる
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ノート番号 詩集番号 タイトル 宇宙 火星 地球 太陽 月 星 光年 その他 宇宙語 戦争 原子 水爆 兵 銃 その他
A33 歴史
A34 × スポット　ライト
A35 × 懐古幻想
A36 十八才
A37 あらしのまえの
A38 ◎01 生長
A39 よび声
A40 ◎05 大志
A41 ◎02 わたくしは 宇宙大 ○
A42 ◎04 世代
A43 夜明け
A44 犬に
A45 僕と神様
A46 × 首都
A47 青い空に白い雲
A48 × Rendez-vous
A49 ◎07 霧雨 星空 ○
A50 反省 火星 ○
A51 クラヴサン
A52 おそろしいこと 宇宙 地球 月 ○
A53 未来
A54 × 散髪
A55 かなしみ 宇宙 地球 ○ 戦争 水素爆弾兵隊
A56 夜の教室 太陽 月 ○
A57 × うら返してみたら
A58 抱負 宇宙 火星人 太陽 月 太陽系第三惑星、宇宙詩人○
A59 × エピロオグ
B01 〔エピグラフ〕
B02 ◎08 春
B03 ◎09 停留所で
B04 春の道路にバスを待つ
B05 大望 五億光年 ○
B06 夜の雨の街
B07 僕は創る
B08 便り
B09 波の音を
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ノート番号 詩集番号 タイトル 宇宙 火星 地球 太陽 月 星 光年 その他 宇宙語 戦争 原子 水爆 兵 銃 その他
B10 ◎10 祈り 宇宙 地球 ○
B11 ◎11 かなしみ
B12 ◎12 飛行機雲
B13 しずかな譚詩 火星 地球 太陽 ○
B14 発見
B15 行進
B16 ◎13 地球があんまり荒れる日には 火星 地球 月 星 ○
B17 ◎14 西暦一九五〇年　三月 地球 ○
B18 鏡の中
B19 おそれ 地球 星（々） 成層圏 ○
B20 ◎15 警告を信ずるうた 宇宙線 ジュピター ○
B21 自家用ユートピア
B22 ミューズアルバム
B23 ◎16 一本のこうもり傘
B24 葉書
B25 ◎17 電車での素朴な演説
B26 ◎18 机上即興
B27 ◎19 郷愁
B28 ◎20 宿題
B29 エイプリル・フール風の詩集 宇宙 ○
B30 ◎21 周囲 地球 十億年 アンドロメダ星雲、オリオン星雲○
B31 ◎22 夜 星空 亜成層圏 ○
B32 東京よ 第三惑星圏 ○
B33 暖房計画
B34 神戸から
B35 夜の駅を発車する 星 ○
B36 魔法 地球 ○
B37 × 旅行
B38 ◎23 はる
B39 × 都会　１
B40 × 都会　２
B41 青い疑ひ 地球 太陽 ○ 原子
B42 小さな挽歌
B43 一日
B44 海 地球 ○ 再武装
B45 合唱 地球 ○
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ノート番号 詩集番号 タイトル 宇宙 火星 地球 太陽 月 星 光年 その他 宇宙語 戦争 原子 水爆 兵 銃 その他
B46 ネオンについての考察 原子
B47 Crash
B48 夢
B49 ◎24 和音
B50 ◎25 灰色の舞台
B51 ◎26 博物館 彗星 ○ 原子
B52 ◎27 二十億光年の孤独 火星（人）地球 二十億光年 ○
B53 × 新緑 火星 ○
B54 ◎28 日日
B55 Head Light 月 ○
B56 〔エピグラフ〕
C01 ◎29 それらがすべて僕の病気かもしれない宇宙 渦状星雲 ○
C02 × 玩具のある風景
C03 × カヴァルケェド
C04 空
C05 × ある隅
C06 常に 宇宙 地球 ○
C07 天使は 宇宙 ○
C08 ◎30 五月の無智な街で 宇宙 地球 ○ 戦禍
C09 × 賛歌
C10 ◎31 病院
C11 × 初夏
C12 ◎32 秘密とレントゲン
C13 × 僕の室内
C14 × 青い祈りを
C15 ◎33 梅雨
C16 ◎34 ネロ
C17 ◎35 夕立前 地球 ○ 軍勢
C18 ◎36 演奏 星雲 ○
C19 ◎37 メス
C20 ◎03 運命について 五億平方粁 ○
C21 ◎38 曇り日に歩く 戦争
C22 × このような季節
C23 ◎39 暗い翼 月 星 ○
C24 × 雨が降る 地球 ○
C25 × 戦争について 戦争
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ノート番号 詩集番号 タイトル 宇宙 火星 地球 太陽 月 星 光年 その他 宇宙語 戦争 原子 水爆 兵 銃 その他
C26 × 生マレル前ノ譚詩 地球 ○
C27 × 夕暮 地球 ○ 戦争
C28 × その暑い街で僕の見たもの
C29 ◎40 風 成層圏 ○
C30 ◎41 現代のお三時
C31 計算 水素爆弾
C32 ◎42 山荘だより　１ 地球 太陽 ○
C33 ◎43 山荘だより　２
C34 ◎44 山荘だより　３ 太陽 ○
C35 ◎45 山荘だより　４ 宇宙 ○
C36 × 黒い梯子
C37 × この混乱の沈殿を 水素爆弾
C38 × A LATHENEE FRANCAIS 流星 ○
C39 × 悲しい耳 宇宙 地球 ○
C40 ◎47 静かな雨の夜に
C41 × また静かな雨の夜に
C42 小さな火花
C43 ◎46 埴輪 宇宙 地球 ○
C44 × クリスマス
C45 × 旅だち 獅子座、彗星○ 原子
C46 ◎48 一九五一年一月 宇宙 地球 月 ○ War 原子爆弾 兵士 銃
C47 × 譚〈お伽話１〉
C48 × 昔と今と〈お伽話２〉
C49 昇天拒否 月 星 ○
C50 × 日日〈お伽話３〉 土星 ○
C51 × 童謡
C52 × オート・サイクルについて〈素描１〉
C53 × 涙〈お伽話４〉
C54 × 仙人のように仙人のようでなく 戦争
C55 × バスについて〈素描２〉
C56 × 焦燥 戦争
C57 × ある近代的な壁面のために〈模様　１〉 遊星 ○
C58 × ある時は場末のこころに
C59 × 古風な筋肉のために〈模様　２〉
C60 × 追憶〈お伽話　５〉
C61 ◎49 曇
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ノート番号 詩集番号 タイトル 宇宙 火星 地球 太陽 月 星 光年 その他 宇宙語 戦争 原子 水爆 兵 銃 その他
C62 × 微かな季節
C63 午の食事 爆撃機
C64 弓の朝
C65 香しい午前
C66 雨の日日
C67 × 町〈お伽話　６〉 戦争
C68 指 宇宙 星星 ○
C69 ◎50 初夏 遊星 ○
C70 × 都市〈お伽話　７〉 戦争
C71 × 少女のような光景〈お伽話　８〉
C72 悲劇
C73 × 挽歌　１
C74 × 挽歌　２
C75 小さな弟
C76 × 快よい笑声に
C77 × 碑銘 銃声
C78 × 地球と骨と 地球 ○
C79 倉庫に
C80 × 夕暮
C81 × 今日 星星 ○
C82 × 道にて

ノートへの登場数 17 7 27 9 9 13 4 12 61 11 5 3 3 2 2
　割合 8.6% 3.6% 13.7% 4.6% 4.6% 6.6% 2.0% 6.1% 31.0% 5.6% 2.5% 1.5% 1.5% 1.0% 1.0%
ノートＡへの登場数 14
　割合 23.7%
ノートＢへの登場数 20
　割合 35.7%
ノートＣへの登場数 27
　割合 32.9%
詩集への登場数 8 2 10 2 3 4 3 7 23 3 2 0
　割合 16.0% 4.0% 20.0% 4.0% 6.0% 8.0% 6.0% 14.0% 46.0% 6.0% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

ノートから詩集への採択率 47.1% 28.6% 37.0% 22.2% 33.3% 30.8% 75.0% 58.3% 37.7% 27.3% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%



1

収録順 タイトル 詩集本文 ノート本文
06 絵 雲はくらく 雲は暗く
02 わたくしは えへん　わたくしはあるいている えへん、わたくしはあるいている

収録順 タイトル 詩集本文 ノート本文
08 春 僕は梅の匂いにおきかえた 僕は梅の匂いにおきかへた
10 祈り （こわれかけた複雑な機械の鋲の一

つ）
（こはれかけた複雑な機械の鋲の一
つ）

11 かなしみ あの青い空の波の音が聞えるあたり
に

あの青い空の波の音が聞こえるあた
りに

僕は余計に悲しくなつてしまつた 僕は余計悲しくなつてしまつた
12 飛行機雲 せい一杯な子供の凱歌 せい一杯な子供の凱歌。

それは芸術 それは芸術。
無限のキャンパスに描く 無限のキャンパスに画く
はかない讃美歌の一節 はかない讃美歌の一節。
春の空 春の空。

17 電車での素朴な演説 乗りあわせたのだし 乗りあはせたのだし
必要なのではないでしようか 必要なのではないでせうか。
みんなが思えば みんなが思へば
みんなの思いで みんなの思ひで
運転出来ると僕はほんとに信じてい
ます

運転出来ると僕はほんとに信じてい
ます。

書かれなくても美しいこころは守れ
る筈です

書かれなくても美しいこころは守れ
る筈です。

消そうではありませんか 消そうではありませんか。
勾配もけわしい　というのに 勾配もけはしい　というのに
僕には全く堪えられません 僕には全く堪えられません。

19 郷愁 郷愁 郷愁――グリーク・ソナタop.45・
第二楽章――

25 灰色の舞台 全く百科辞典の三四行で 全く百科辞典の三、四行で
乾いた足音ひとつ聞えない 乾いた足音ひとつ聞こえない

収録順 タイトル 詩集本文 ノート本文
29 それらがすべて僕の

病気かもしれない
伏せてしまい、 伏せてしまひ、

救い。 救ひ。
ガーシュイン　ひとつの ガーシュイン、ひとつの
オーウェル「一九八四年」 オーウェル、「一九八四年」

30 五月の無智な街で とりどりの風景をおたがい秘密にし
ながら

とりどりの風景をおたがひ秘密にし
ながら

とりどりの夢をおたがい忘れ合いな
がら

とりどりの夢をおたがひ忘れ合いな
がら

■ノート「傲慢ナル略歴Ⅰ」

■ノート「電車での素朴な演説Ⅱ」

■ノート「無題」

【資料Ｂ】『二十億光年の孤独』詩集本文・ノート本文　異同表
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小さな島国のみた　そして又みるか
もしれない　悪い夢　良い夢――

小さな島国のみた　そして又、みる
かもしれない　悪い夢　良い夢――

〈一杯のクリイム・ソオダを 〈一杯のクリイム・ソオダ　を
34 ネロ――愛された小

さな犬に
そして今僕は自分のや又自分のでな
いいろいろの夏を思い出している

そして今僕は自分のや又自分のでな
いいろいろの夏を思ひ出している

人間はいつたいもう何回位の夏を知
つているのだらうと

人間はいつたいもう何回位の夏を知
つているのだろうと

03 運命について 〈思い出すね〉 〈思ひ出すね〉
〈思い出すね〉 〈思ひ出すね〉

39 暗い翼 空とそして土の匂い 空とそして土の匂ひ
われわれのすべての匂いだ われわれのすべての匂ひだ

41 現代のお三時 ＊一行削除 （肩をすくめ死を急ぐのか）
42 山荘だより　１ 僕は皮膚呼吸している 僕は皮膚呼吸をしている
43 山荘だより　２ 記憶は匂いにのつてかへつて来 記憶は匂ひにのつてかへつて来

僕は思わず目を閉じた 僕は思はず目を閉じた
44 山荘だより　３ いつか時間は静かに空間と重なつて

しまい
いつか時間は静かに空間と重なつて
しまひ

47 静かな雨の夜に 神を信じないで神のにおいに甘えな
がら

神を信じないで　神の臭いに甘えな
がら

48 一九五一年一月 ＊エピグラフ削除 War, ～ arms. (Chambers's 20th
Century Dintionary)

永い闇が私の眼の緑を染めてしまい 永い闇が私の眼の緑を染めてしまひ
「呪いのみが私を支える 「呪ひのみが私を支える

49 曇 ワーニヤ伯父さんを観て ――ワーニヤ伯父さんをみて
50 初夏 しかしそれらもまた失われる しかしそれらもまた失なわれる

※ルビ、字あき、改行、字体に関する異同は除外した。










